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平成２７年第７回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 

平成２７年９月１５日（火） 

―― 午前９時３０分開議 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●議長（辰田直久） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより本日の

会議を開きます。本日の議事日程は予めお手元に配布したとおりでございます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

●議長（辰田直久） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。５番和田議員、６番

宮田議員お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

●議長（辰田直久） 日程第２、一般質問。これより一般質問を行います。一般質問は通告

順に行います。予め一般質問の順番を申し上げておきます。１番大和議員、２番漆谷議員、

３番平野議員、４番和田議員、５番宮田議員、６番大屋議員、７番亀山議員、８番日野原

議員、以上８名でございます。それでは通告順位第１号、大和議員登壇をお願いいたしま

す。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） １番大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、みなさん、おはようございます。１番日本共産党大和磨美

です。つい先週、茨城や宮城での豪雨水害では甚大な被害がありました。映像がニュース

で流れる度に２年前の本町での水害を思い出し、経験を重ねてしまい、たいへん胸が痛み

ます。まずもって、犠牲になられた方のご冥福をお祈りし、また被害にあわれた多くの方

々にお見舞いを申し上げます。それでは早速一般質問の方に入ります。今回私は３項目挙

げております。まず、１項目目のプレミアム付き商品券のことです。ええと、今回のこの

プレミアム付き商品券は地方創生にかかる先行実施分として、国からの地域住民生活等緊

急支援のための交付金を活用し、本町では域内消費喚起型のプレミアム付き商品券を町が

商工会に委託をし発行しました。しかしながら、残念なことにその販売方法を巡って多く

の町民さんから疑問の声が寄せられています。それは８月３日に行った第２回の販売方法

についてです。第１回の販売は７月７日から７月３１日までを販売期間とし、最終日３１

日での売り上げ率は約５８％、約４割がその時点で売れ残っていました。第１回目の販売

では町の広報誌と一緒に各戸に配布された購入引換券により、１世帯５口と上限を設け、

町内在住者限定で販売していましたが、第２回の販売では世帯での上限ではなく、一人が

２０口と、個人に対しての上限としてまた購入できる口数を大幅に引き上げたとともに、



町内在住者だけでなく、邑南町に勤務している方にも販売するとしました。まず、伺いま

すのはこの第２回目の販売方法について、販売を委託した商工会と町との間で十分な協議

が行われていたのかということです。誰がどの時点でどのような内容を協議して、この２

回目の販売方法について決められたのかお願いします。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） 議員おっしゃっていただきましたように、このプレミアム

商品券は、邑南町商工会へ補助金という形で支出をして事業を進めております。町の方は

計画の段階から商工会と綿密に協議を進めておりまして、商工会の事業実施についても責任

をもって対応してるところでございます。今回８月３日の販売については、７月７日からの

販売状況をみながら、商工会とずっと協議を進めておりました。最終的に７月３１日で全体

の５７．９８％にあたる商品券の販売に留まっておりましたことを受けて、まぁ、半分近く

が売れ残った状態ということで、以前から協議しておりました商工会との協議を進めまし

て、８月３日に議員おっしゃったような形での販売となったということでございます。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、えと、そのような協議があったということですけれども、

一世帯５口だった上限を、あのぅ、いきなり世帯の上限ではなく一人２０口と大幅に引き

上げたこの理由というのはなんでしょうか。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） ７月３１日までの時点で、購入世帯数というのは１６７４

世帯に上っておりました。これは全体の世帯の約３分の１ということで、各世帯に１枚ず

つ引換券を配布しておりましたので、基本的には世帯の方は、この期間の間に購入をされ

たという判断をさしていただきました。したがって８月からは今度は世帯という枠ではな

く、個人という枠で販売をするということで、８月３日にそういった形での販売に踏み切

ったということでございます。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええとまぁ、世帯数ではもうほぼあのぅ、行き渡ったとい

う判断で、あのぅ、口数を大幅に引き上げて２０口までされたということですけれども、

あのぅ、実はこの８月３日に売り切れるということを予想されてなかった方は、あのぅ、

この日以降に買う予定があったという方が多数おられます。えと、まぁ、７月７日に発売

し、８月３日に完売ということでした。で、年金暮らしの方からすれば、年金支給日が偶

数付きの１５日ということで、まぁ、この販売期間ちょうど７月７日から８月３日ってい



うのが、年金暮らしの方にとっては一番生活がたいへんな時期であり、生活費の助けにし

ようと思って、商品券を買いたかったんだけれども時期が悪くて買えなかったという声が

ありました。また、働き盛りの人からは８月の半ばが会社からのボーナスの支給日でそれ

をあてにして商品券を購入して大型の買い物がしたかったという声もあったんですけれど

も、まぁ、このように、あのぅ、そのぅ、短い期間の販売となってしまって、買いたくて

も買えなかったとう声が多数おられたということです。で、この急いで売り切る理由とい

うのは何かあったんでしょうか。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） このプレミアム商品券の有効期限というのが６カ月とい

うことになっております。えぇ、このプレミアム商品券の販売については８月のお盆前の

お中元、それから１２月の正月前のお歳暮の時期というのが、えぇ、町内での消費が多い

時期でもあります。したがってその８月と１２月にプレミアム商品券の販売が、使用です

ね、使用ができる期間ということで、考えました。そうしますと、７月から販売しますと、

１２月いっぱい、６カ月というんだから１２月いっぱいになります。えぇ、これを仮に６

月といたしますと、１１月で終わってしまうということ。それから８月からにしますと、

お盆前に間に合わないということがございました。えぇ、したがって７月いっぱいの売れ

行きをみて、えぇ、お盆前のところで、えぇ、消費が伸びるということがありましたので、

そういったことを考慮いたしまして、えぇ、８月３日からの販売、お盆に間に合うような

形での販売ということを意識して行いました。えぇ、まぁ、結果的にあのぅ、ご指摘のよ

うな年金受給者の方は、まぁ、偶数月の支給という事でありますので、えぇ、７月からこ

の８月３日までの間には購入ができなかったということは、ご意見があったということは、

今あのぅ、聞かしていただきましたので、まぁ、これについては真摯に受け止めさせてい

ただいて、今後に活かしていきたいというふうに考えております。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええとまぁ、中元、歳暮の時期に合わせて、まぁ、商工会

側から見たその商戦を見込んでの販売だったような気がします。ということは、それを利

用される側の町民さんのことはあまり考慮できてなかったのかなあとちょっと残念に感じ

ました。で、またもう一つ、あのぅ、買いたくても買えなかった要因としまして、あのぅ、

羽須美地域の方からの声では、もともと商品券を利用できるような店舗自体が少なくて、

また瑞穂地域や石見地域までの交通の便がよくないということで、まぁ、あのぅ、買い物

圏内とはちょっと遠いということで、ほんとは得をするけ、買いたかったけど買えなかっ

たというような声もありました。あのぅ、まぁ、委託をした先の声を聴くのも大事ですけ

ども、こういうふうにもっともっとあのぅ、買う方の、消費する方の、町民の方の状況っ



ていうものももっと見て、配慮して販売時期の方も考えていただきたかったと思います。

そして、あのぅ、一番町民さんから納得がいかず、おかしいとゆって疑問視されているこ

とが、この８月３日に購入者の一部の方が行ったことです。えと、販売当日、商工会本所

には購入を希望される方が殺到し、早朝からできて、早朝から列ができていたようです。

で、家族で並んで数十万単位で購入される例がいくつかあり、私が聞いた中で一番大きか

った額では家族で１００万円分購入された方もおられたということです。普通に町内での

買い物やサービスの利用が目的の商品券の購入なら誰も問題にしないんですけれども、問

題なのはそのような大量購入された方々の中に、プレミアム商品券取扱業者の方がおられ

たということが、他の町民さんからみてはちょっとこれはおかしいんじゃあないかという

ふうに、あのぅ、波紋となって疑問を呼んでいます。今回の商品券は購入額に対し、プレ

ミアム分が２０％付加してあるため、例えば商品券２０万円分購入したとすると２４万円

分商品が購入でき、４万円得をします。５０万円分の商品券の購入なら６０万円分の商品

が購入できて、１０万円得をします。これは金融機関の利率からすればほんとにあり得な

いほどの利率で、あのぅ、普通の消費者からとっては、ほんとにお得感があるんですけれ

ども、このプレミアム分を利用して、商品券取扱い業者の一部の方が８月３日に商品券を

大量購入され、自店で商品券を利用したことにして、換金したということが、あのぅ、す

ぐに流れて、町民の間でおかしいんじゃあないかというふうな声がすぐに、あのぅ、私の

方にも寄せられましたし、他の議員さんのところにもそういう声があったようです。まぁ、

町としてこのような不正行為と思われるような、疑われるようなことを黙認、容認すべき

ではないと思いますのが、思いますがどう思われますか。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） ８月３日の当日にプレミアム商品券の取扱店の方が並ば

れて購入したというのは私も聴いております。えぇ、しかしながら今おっしゃっていただ

いた後段の部分について、まぁ、現金化をしたとか、いうことについては私どもの方、あ

るいは商工会の方にはそういったことは聞いておりません。以上でございます。 

●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、事実がまだ確認がとれてないということですが、ま

ぁ、こういうふうに、あのぅ、疑いを持たれるような、あのぅ、販売方法というのはやは

り町民さんからすれば、どうなっとるんやっという声が上がっても仕方がないことだった

かなと思います。あのぅ、このへんはもっと、あのぅ、十分に検証をお願いしたいと思い

ます。それから、ええと、３月議会において、私がプレミアム商品券の事業説明がされた

際に、２１年度にプレミアム商品券を発行した際の事業効果や検証が不十分だったこと、

そして今回再び事業を採用しようとした際の決定の仕方が、この庁舎内で十分議論を尽く



した上での採用でなかったことを指摘しました。あのぅ、国から示されたこの事業ってい

うのが、まぁ、１月の７日に国の方で決まって、あのぅ、まぁ、２カ月ぐらいしか猶予が

なかったということもあるんですけれども、この時にもっと十分議論を尽くしていたら、

こんなふうに疑われるようなことも起きなかったんじゃあないのかなあと思います。で、

まぁ、その際３月議会の答弁では、アンケートなどを実施して効果の検証を図りたいと答

えておられます。ちょうど先週９月１１日と１２日付の山陰中央新報にて、県内で本町と

同じようにプレミアム付き商品券を発行した自治体の例を挙げて、まぁ、プレミアム付き

商品券の効果と必要性に疑問があり、本来の趣旨とはずれが生じているのではという記事

がありました。まだ商品券の利用期間ではありますが、今後本町はどのようにプレミアム

商品券の事業効果について検証していくのか、具体的にお願いします。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、まずあのぅ、プレミアム商品券を、まぁ、採用と言

いますか、行うことになった経緯でございますが、えぇ、議員おっしゃったように、まぁ、

非常に限られた時間の中で決定をしたということは一つあろうかと思います。まぁ、以前

からプレミアム商品券の発行については商工会でありますとか、邑南カード会の方から町

の方にも要望はいただいておりました。そういった中で、限られた時間の中ではありまし

たが、えぇ、商工観光課としてはプレミアム商品券を発行したいということで、庁内協議

を進めた結果、えぇ、発行ということになったということでございます。えぇ、それから、

えぇ、まぁ、先ほど新聞の記事のことをおっしゃっていただきましたが、えぇ、確かにあ

のぅ、国内の、まぁ、かなりの自治体でこのプレミアム商品券というのは、あのぅ、実施

をされました。まぁ、そういった中でいろんな問題が、あのぅ、発生しているというケー

スも新聞報道確かにされております。まぁ、今後本町におきましては、まぁ、効果の検証

ということで言いますと、プレミアム商品券購入いただいた方には、あのぅ、アンケート

を同封しております。えぇ、このアンケートの回収、分析を当然行うこととしております。

えぇ、まぁ、今途中経過でございますが、えぇ、現在のところ商工会の方に１４８枚の回

収をしてあるということを聞いております。あのぅ、実際にはその中で今回の商品の購入

を、このプレミアム商品券があったから決めたという回答が６３件あったというふうに聞

いております。まぁ、これはまだ途中の段階でございますが、まぁ、４割以上の方が、え

ぇ、このプレミアム商品券をきっかけに新たな消費につながる買い物をされたということ

で、えぇ、現時点で分析をしております。これにつきましては、最終的には１２月３１日

を過ぎまして、えぇ、アンケートの回収、分析を行うことにしております。それから、ま

ぁ、実際にはどのような事業所で消費が増えたかということ、それから販売促進にあたっ

て、えぇ、事業所がどういった対策をとっていったかというふうなことを調査をして、問

題点などを検証していきたいと思います。またあのぅ、実際には、えぇ、先ほど羽須美地



域の例を出していただきましたけども、実際に購入をされなかった方にも、まぁ、これは

アンケートという形がいいのか聞き取りという形がいいのかちょっと検討中でございます

が、実際に購入されなかった方のご意見もそこに反映をしていきたいというふうに思って

おります。以上です。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、今おっしゃっていただきましたけれども、いい面だ

けでなく、そのぅ、購入されなかった方の声も聴いていきたいということでしたので、あ

のぅ、ほんとうにいろんな方の声を聴いて、今後またプレミアム商品券が発行されるかど

うかはちょっと分からないんですけれども、まぁ、発行されることになったとしたら、も

う今までの反省点というのは十分活かさないと、あのぅ、ただばらまくだけのような事業

というのは、あのぅ、今回途中経過ですでにそうやって疑問の声が出ているんですから、

あのぅ、もう少しあのぅ、慎重に、あのぅ、事業の方も採用していかないといけないんじ

ゃあないのかなあと思います。で、ええと、まぁ、今回あのぅ、多くの町民が直接かかわ

ることであったこのプレミアム付き商品券ですけれども、まぁ、私たち議会に対してもそ

の３月以降の途中経過が報告されてなかったこともすごく残念でなりません。あのぅ、も

し、販売前に途中で何かの形で議会の方に報告なり、相談なりがあったとしたら、もっと

いろんな意見を加えることで、違った方法もあったかも知れませんし、あのぅ、今回みた

いなことも、もしかしたら意見の中で予測ができとったかもしれんのんで、もう少し私た

ちの方にも相談していただいて、あのぅ、意見の方聴いていただければよかったかなあと

思っております。まぁ、今回のように、町民の中でいろいろと噂が噂をよんで広まってい

ること、まだその疑問視される方がおられる限り、あのぅ、やはりあのぅ、町としての責

任ということはあると思います。えと、これから先この度のことをきちんと経過説明や報

告を町民にされるというお積りがあるのでしょうか、どうでしょうか。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） 先ほどアンケートのことを申し上げましたが、この集計、

まぁ、分析についてはどういった形になるかはまだ決定しておりませんが、何らかの形で、

その結果については、皆さんにお知らせをしたいなというふうに考えております。それか

らまぁ、あのぅ、議会への相談ということで、今ご指摘をいただきましたが、あのぅ、６

月の産業建設常任委員会の方では、途中経過までは報告しておりますが、その後は、議会

の方への相談はしておりません。あのぅ、どういった形で、今後、相談をして進めていく

かということについては、少し相談をまたさしていただきたいというふうに思っておりま

す。結果として先ほどからご指摘いただいておりますように、８月３日に即日完売をした

ということについて、実際にはこう、予想を上回る売れ行きになったということで考えて



おります。したがって、あのぅ、並んだが買えなかったというようなご意見もいただいて

おります。そういう意味ではご迷惑をおかけしたことについては申し訳なかったいうふう

に思っておりますので、そのへんにつきましては、今回の反省点を活かして、次の販売が、

あるか、ないか分からないというふうにさっきおっしゃっていただきました、まぁ、分か

りませんが、これにつきましては、反省を活かして次の販売に向けて、活かしていきたい

というふうに思っております。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、すべてがまぁ、アンケートの集計というのは、まぁ、多分

来年になるんでしょうけれども、まぁ、そのときにきちんとした形で、町民の方には報告

ができるのではないかということでしたが、今の段階でのその疑いであるとかっていうの

をぬぐうのは早ければ早い方がいいと思うんですけど、そのへん、あのぅ、今までの話を

聴いてて町長さんどう思われますか。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） この商品券については非常にまぁ、当初から町民の皆さん、ほん

とに関心が高い事業でございますので、えぇ、そういう中で始めた事業で、今ご指摘がい

ろいろあったということについては、大いに、まぁ、やる側も反省する点も多々あろうか

と思います。えぇ、事実の確認は、まぁ、今からある、とれるかも知れませんが、いずれ

にしても、まぁ、こういうことが次回あることを想定しながらも、急に来たからまた同じ

ような問題が起こったからということではなくて、今回の問題点をしっかり洗い出して、

えぇ、次に向かってですね、やっぱりやっていかないとこれは何のための商品券、消費喚

起なのかっていうことがありますので、えぇ、ご指摘の点は、十分に、考えながら、そし

ておっしゃったように、まぁ、消費者の方の目線で、えぇ、しかも買いたくても買えない

ということが、まぁ、事態があまり発生しないようにですね、いろいろな点で、考えてい

かなきゃいけないなというふうに、まぁ、思っておりますので、ご理解をお願いしたいと

思います。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、町長からも反省点を活かしたいということがありました。

あのぅ、いつも町長が言われる、三方よし、笑顔で終わる、こういったことをやはり、あ

のぅ、考えての事業を取り上げていく上で考えていただきたいと思います。それでは次に

二つ目の項目として挙げております、国保税に対する催告書の発行について、に移ります。

今日手元の方に資料を配布さしていただいてるんですけれども、この資料は２５年度中の

島根県内の各市町村の催告書の発行件数で、県議会の委員会資料の一部です。この資料の



数字で見れば、あのぅ、本町は催告書が３８９４件となっており、あのぅ、表で立てて見

ていただくとよく分かると思うんですが、他の市町村と比べてみると、あのぅ、うちの町

の人口に対して、すごく発行件数が多いように、あのぅ、見受けられます。で、同じよう

な人口規模の津和野町では７３件、人口が倍以上の江津市でも９５件となっておりますの

で、あのぅ、桁が二ケタ違うっていうことが、ちょっと私からはなかなか読み取れなかっ

たんで、まぁ、本町がこのように多い理由というのは何なんでしょうか。教えてください。 

●上田税務課長（上田洋文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 上田税務課長。 

●上田税務課長（上田洋文） 議員お尋ねの国保税にかかわる部分の督促状、まぁ、催告書

の発行について、でございますが、えぇ、まずあのぅ、督促状と催告書の違いについてご

説明いたします。督促状は地方税法において、督促は納期限後２０日以内に督促状を発し

なければならないと規定されております。督促状の通知は以後の滞納処分の法的絶対条件

となっておりますので、必ず通知することとなります。督促状については１件が必ず１通

となります。えぇ、催告書につきましては、未納者の未納状況の通知と今後における不利

益処分に対する事前通知としてなされるもので、催告書自体に法的拘束力は有しません。

平成２５年度の数値でございますが、邑南町の場合１期から１２期における国保税に限っ

た督促状の発送数は１３２０通でございます。大和議員ご指摘の催告書３８９４件でござ

いますが、これにつきましては、国保税だけでなく他の税も含む総件数でございます。催

告書は１件１通ではなく納税義務者一人に１通で送付いたしております。国保税にかかわ

る催告書の送付数は１２７２件で、概ね２００通程度となっております。数量の多い理由

でございますが、督促状につきましては、納期は１２期、邑南町の場合１２期。他の市町

村では納期数が少ない、または未納者数が少ないということで少なくなります。えぇ、送

付数にかかわる事項は税法に基づいており、特段の理由はございません。催告書は方に基

づく行為ではございません。各市町村で考え方が異なりますので、発送数に当然差がある

ものと思われます。邑南町では年２回定期的に未納者に発送いたしておりますので、その

ため多いものと推察します。以上です。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、あのぅ、よく、あのぅ、丁寧に説明してくださったんで分

かりました。ええと、督促状は、あのぅ、納期限を２０日以内に、法に基づいて送付して

おり、催告書は、あのぅ、一人に対して１通となるので、件数が増える。また定期的にお

知らせとして、サービスの一環として、これは邑南町はやっているというか、それで、ま

ぁ、きちんと、きちんとやっているから多いというふうに解釈をさしてもらいます。で、

まぁ、この催告書っていうのは、あのぅ、ただ単に支払いをうっかり忘れていたという支

払い能力のある人に対しては大変有効じゃあないのかなあと思うんですけれども、あのぅ、



まぁ、何らかの事情で払いたくても払えない方に対しては、あのぅ、ちょっとプレッシャ

ーを感じる、督促状や催告書が再々来れば、ちょっとプレッシャーになる場合もあるので

はないかなというふうに思います。で、まぁ、督促状送付後に、あのぅ、再三催告書なり、

あのぅ、送付するっていうことは相当の郵券代も、まぁ、発生することになると思うんで

すけれども、まぁ、納付のうっかり忘れを防止する策としては、あのぅ、国保に限らずい

ろんな税金の納期限前に、例えば無線で納付を呼びかけるなど、まぁ、事前にそのうっか

り忘れであるとか、納期限忘れを、あのぅ、防止するっていうことは、あのぅ、できると

思うので、そのへんの方もあのぅ、少し考えていただければなあというふうに思います。

で、例えば、国保会計で見てみますと、２６年度決算では２５年度に比べて、あのぅ、国

保税の収納率がわずかながら改善し、まぁ、収入未済額も５．１％減少したことで、まぁ、

会計上は喜ばしいこととして、まぁ、監査委員さんの報告の方でも、あのぅ、このように、

あのぅ、もっと、どんどん、未収率を、未収額を減らしていく努力をしなさいよというふ

うな意見書にも書いてあったんですが、あのぅ、しかしながらこれ、裏を介してみれば、

あのぅ、まだ約２５００万円の収入未済額があるということは、納税者の方のことを考え

てあげると、まぁ、納税義務者になんらかの払えない事情がこの数字の中に潜んでいると

いうふうに見ることもできます。で、この払いたくても払えない状況の人に対して、現在

町ではどのような対策をとっておられるのかっていうことをお願いします。 

●上田税務課長（上田洋文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 上田税務課長。 

●上田税務課長（上田洋文） 議員お尋ねの、払いたくても払えない人に対する相談、対話

についてでございますが、えぇ、国民健康保険制度の特異性がございまして、収入が極め

て少ない方にも保険税という形で負担を願っておりますので、えぇ、いろいろな状況があ

ることは承知しております。そこで、えぇ、未納となった場合におきまして、その家庭の

方の家庭の状況、その他の滞納状況、えぇ、例えば住宅料、水道料、下水道使用料等を聞

き取り調査し、本人の同意があれば他課と連携して一緒に分納計画を作成したりもいたし

ております。また場合によっては福祉課、保健課等との担当者につないで生活困窮者自立

支援制度を紹介する。また滞納者の状況、家族状況、収入、資産、債務等を調査の上、税

の徴収猶予、減免等の対応を考慮します。また相談のない滞納者についても電話や臨戸訪

問を行い生活状況の把握に努めておるところでございます。結論といたしましては、えぇ、

納められないのか、納めないかについては十分に調査、確認の上、対応しておりますので、

無理な滞納処分等はないものと思います。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、国保税について言えば、まぁ、国保税の住民負担を

減らす策については、また別の機会に取り上げることとして今回は置いておきますが、あ



のぅ、決算審査での、こう、監査報告が、まぁ、会計上から見た、あのぅ、審査となりま

すので、あのぅ、収納率が上がればそれはよいことだ、それから未済額が減ればそれもよ

いことだというふうに、ついつい見がちなんですけれども、やはりそういうふうにどうし

ても、あのぅ、まぁ、その納税の義務をやむを得ず、なかなかできない方っていうのがど

うしても出てこられます。で、そちらの方もやはりその数字の中に含まれているというこ

とを今後も、あのぅ、よくよく、あのぅ、裏を見て考えていただいて、まぁ、先ほどちゃ

んとやってるよってゆって、おっしゃっていただいたのでよかったんですが、まぁ、相談

業務もこれも各、あのぅ、関係課とも一緒に協力をして、あのぅ、その方のために動いて

いるということなので、まぁ、今後もそのような、あのぅ、相談の方にもより一層力を入

れていただきたいと思います。それでは、３項目目に入ります。えと、地域別総合戦略の

今後の見通しはということで題を挙げておりますが、この中でちょっと一つ訂正させてく

ださい。地域別総合戦略と私あのぅ、通告書に書いていますが、まぁ、本町の場合は地区

別という方が、たぶん、ことばでふさわしいと思いますので、あのぅ、今からの質問では

地区別というふうに言わせていただきますので、ご了承ください。えとまぁ、地区別の総

合戦略プランを公民館ごとに策定していただいて、すでにプランを提出していただいた地

域もあったり、また現在一生懸命策定中という地区もあるんですけれども、あのぅ、今後

これらをどのように生かしていくのかという今後の見通しについて伺っていきたいと思い

ます。まず最初に各地区から提案されているメニュー例を、もし今出ている中で、差し支

えがなければ、例えばどんなものがあるのかということを教えていただければと思います。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、地区別の総合戦略についてのご質問でございます。

えぇ、まち・ひと・しごと創生法に基づきまして、これはまぁ、国を挙げて人口減少社会

に歯止めをかけるために施策を実施されるということになりまして、本町としても、まぁ、

これまでの定住施策をより充実させるチャンスということで、えぇ、この邑南町版の総合

戦略の作成に取り組んでおります。えぇ、この中で、えぇ、まぁ、人口減少に歯止めをか

けるためには、地域の皆さまとの協働による取り組みが不可欠であるというふうに考えま

して、１２の公民館単位に地域に根差した特色のある人口減少対策を提案いただくように

お願いをしているところでございます。えぇ、第１次集約を終えた時点で、四つの地域か

ら提案をいただいております。えぇ、内容としましてはそれぞれの地域でいろいろござい

ますけれども、多かったのはやはり地域でなんらかの産業振興的な、施設と言いますか、

施設整備も併せて産業振興につなげていきたいというような事項があります。それと、地

域の中で今実施しております、あのぅ、地域のコミュニティ再生事業のような形で、その

地域に何らかの人材を配置して、えぇ、その地域のいろいろな事業のことを手助けをして

いただきたいというようなこともございます。また地域の自主的な組織の中で、まぁ、Ｎ



ＰＯとかそういう組織の中で、積極的にそういう組織を支援していって欲しいというよう

なこととか、が出ております。えぇ、具体的にはあのぅ、別途ありますけれども、今私の

方で把握しておりますのはその程度でございます。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、お伺いした中でも、もう相当、あのぅ、各地区でい

ろんな、あのぅ、知恵を絞って寄せ集めて、あのぅ、自分の地区に今後どう活かすかとい

う事も、あのぅ、いろいろと踏まえながら皆さんで考えられたメニューだなというふうに

思いました。で、まぁ、これらの地区別で策定したメニューを邑南町版の総合戦略の中に

盛り込んで行くとのことですが、あのぅ、おそらくすべてのメニューを全部盛り込んで実

現をするということには、あのぅ、財源の確保ということが問題になってくるのではない

かと思います。国の打ち出しております、経済財政運営と改革の基本方針２０１５、まぁ、

いわゆる新骨太の方針の、この中身を見てみましても、地方創生を重要課題の一つとして

位置付けてはいるものの十分な予算付けがされているとは言えず、地方自治体への配分は

今後あまり期待できないのではないかなというふうに私は見ました。で、また政府はこの

数年で地方交付税制度を徐々に改変し、政府が地方自治体をコントロールするような仕組

みづくりを強めてきているような気がしております。で、今年度のまち・ひと・しごと創

生事業費１兆円の内、５千億円は自治体ごとの行政改革、地域活性化、人口減少対策など

の成果を基準に交付税を配分する仕組みがもう導入されております。で、これは行革なの

で、成果が出せなかった自治体は交付税が減額されるような仕組みとなっています。でま

ぁ、政府がこの成果主義を段階的に拡大しようとしていることに対して、全国町村会、ま

ぁ、おそらくうちの町長も、あのぅ、意見を出されたと思うんですが、あのぅ、反発があ

ったり、疑問の声を上げられたようです。で、このように国からの財源が十分見込めない

状況が予想されますが、本町ではせっかく各地区の町民が時間をかけて、知恵を寄せ合っ

て地区の未来を自分たちで考えて作成した戦略プランですので、もうどのプランも事業と

して実現すべきと考えますが、町としては今後財源のことも含めてどのように考えておら

れるのでしょうか。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、地域から提案をいただいた各種の事業についての、

まぁ、財源等も含めての考え方でございますけれども、えぇ、まぁ、今回提案をいただい

た事業でございますが、ハード、ソフトともに、まぁ、可能ということでございますが、

三つ条件を示させていただいております。まず、一つは地域の人口減少に歯止めをかける

ための事業を考えていただきたいということ。それからもう一つは地域の住民の皆さんが

主体となって実施していただく事業であるという点。それから各自治会あるいは自治会の



連合会等で承諾をされている事業であるという、まぁ、３点を挙げております。提案いた

だきました事業につきましては、総合戦略の関係の有識者会議で検討を加えさしていただ

いて、戦略に乗せるということにしております。まぁ、基本的には地域から出されたもの

はすべて戦略には掲載をしていきたいと考えておりますけれども、まぁ、先ほど議員おっ

しゃいましたように、まぁ、施設の建設等併せて実施しなければならないというような事

業もたくさん出ておりますので、町全体の事業バランスも考慮する必要がありますので、

まぁ、あのぅ、戦略にまぁ、掲載できても、なかなか期限内にすべての事業を実施すると

いうのは、まぁ、財政的な面もあって、困難な部分もまぁ、予想されるところではござい

ます。いずれにしましても、えぇ、地域住民の皆さんが主体となって事業を実施していた

だくということにしておりますので、今後どのように事業化していくかなど引き続いてそ

の検討をしていただかなければならない点がたくさんあろうと思います。ま、町としまし

てもこの具体的な事業化に向けての、事業の内容と言いますか、実施に向けての内容を直

接お聞きするとともにですね、事業化に向けた相談等の、ことも支援をしていかなければ

ならないというふうに考えております。まぁ、いずれにしましてもその財源というところ

が非常に問題になってくるんではなかろうかと思います。えぇ、先ほどおっしゃいました

けれども、まぁ、総務省が平成２８年度予算の概算要求で出しておりますけれども、えぇ、

新型交付金というのが１千８０億円ということになっておりまして、これはまぁ、平成２

６年度の補正予算で出されました１千７００億円という数字よりも少なくなっているとい

う要求額になっております。それからあのぅ、先ほどおっしゃいましたように地方交付税

の関係でございますが、国の地方財政計画上、交付税に算定される額につきましては、ま

ち・ひと・しごと創生分ということで、本年並みの１兆円が要求をされております。ただ、

あのぅ、これがまぁ、要求どおり予算化されるかどうか、それから今年度と同じような形

で邑南町に配分されるかということにつきましてはまだ不透明な状況にございます。まぁ、

これらのことから町としましては、財源をいかに確保していくかということは、非常に大

きな課題であろうというふうに考えております。ただ、まぁ、幸いに、えぇ、過疎地域自

立促進特別措置法に基づきます、えぇ、過疎債というのがございますけれども、いわゆる

過疎債を起債をして事業を行っておりますが、あのぅ、過疎ソフトというものがございま

して、過疎ソフトにつきましては過疎計画の後期分の平成２８年度から３２年度までも借

り入れは可能ということになる見込みでございますので、この過疎債を、まぁ、有効活用

することは可能であろうというふうに考えております。ただし、まぁ、あのぅ、これは、

まぁ、借金でございますので、えぇ、後年度負担を及ぼさないような手立てとしまして、

将来の一般財源対応が必要な部分は基金に積むなどの措置を、これをまぁ、引き続きやっ

ていくことは必要だというふうに考えております。えぇ、それからまぁ、あのぅ、各省庁

に地方創生関連の予算が要求、各省庁からの要求がありまして、その要求額につきまして

は７千７６３億円というふうに聞いております。まぁ、これはまた今後査定、国の方で査



定をされる金額でございますけれども、えぇ、それぞれ担当各課において、補助事業等活

用できるものはないかいうようなところも、えぇ、情報収集等対応していきたいというふ

うに考えております。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、あのぅ、まぁ、財源の方であるとか今後のそのぅ、まぁ、

どのように確保していくかということは十分見通した上で、あのぅ、今出された地区別の

プランというのは、すべて採用したいというふうなあのぅ、意気込みが感じられましたの

で、安心しました。というのも今現在、田所では、あのぅ、このプランを正に立ててると

こなんですけれども、まぁ、皆さん、あのぅ、日中仕事をして、夜、夜な夜な集まって、

あのぅ、すごく、あのぅ、知恵を出し合って話をしよるんですが、あのぅ、こんなに時間

かけて話をして、あのぅ、ほんまに採用になるんだろうかと、あのぅ、町民さんはやはり

心配されておられましたので、そのへんが、あのぅ、まぁ、絵に描いた餅とならないとい

うふうな、あのぅ、町の意気込みが感じられましたので、非常に安心いたしました。で、

あのぅ、まぁ、大きなそういう財源ていうのは、今お聞きした中で、ある程度見通しがつ

いていると理解しました。で、他にもあのぅ、これは微々たるものなんですけれども、独

自で可能な財源確保っていうのも、あのぅ、探っていくのもよいかと思います。あのぅ、

例えばなんですけれども、あのぅ、かつて広島市民がカープ球団のためにした樽募金みた

いなことを町民に募って、あのぅ、町のために、あのぅ、募金してくださいみたいな格好

でも、微々たる金額ではあるかも知れませんが、そこには町民さんの思いや夢が詰まった

大切なお金になってくるとも思いますし、またあのぅ、最近すごく全国で増えつつある新

しい財源確保として、あのぅ、クラウドファウンディングみたいな方法もあると思います。

あの去年羽須美の田舎イルミの方でもクラウドファウンディングを募って、あのぅ、無事

成功させたというようなこともありますので、このようなことも、あのぅ、少し自主財源

の確保ということを考えて、あのぅ、町民がみんなで参加してるっていうふうなあのぅ、

感じでこの地区別の総合戦略の実現に向けてやっていっても面白いんじゃあないかなと思

いますので、まぁ、ここで意見だけ述べさしてもらいます。で、まぁ、今回のあのぅ、地

区別の戦略の策定にしましても今年度の町政座談会にしましても、あのぅ、こんなに多く

の町民が直接町のことを考えて関わったことっていうのは今までなかったんじゃあないか

なと思います。で、まぁ、町政座談会にしても、あのぅ、例年でしたら、あのぅ、ほんと

あのぅ、要望だけ一部の人が言うというような座談会だったのが、あのぅ、今年はまぁ、

参加してみて思ったんですけれども、ほんとに一人ひとりのいろんな小さな思いでも、あ

のぅ、ちゃんと意見として紙に書いて貼っていく、それがなんかあの町長のゆってた、あ

のぅ、幹は町があるけど、そこに枝葉をつけていくのはみんな町民さんだよってゆってた

のがほんとあの光景を見て、あぁ、そうなってこうやって考えているんだなというふうに



感じました。で、まぁ、こういった一つ一つの声がこれからのまちづくりの道しるべとな

っていくんではないかなあと思います。私たち議会も、あのぅ、今月２９日から各地区に

出かけて意見交換会を開催し、町民さんの声を聴いて回ります。あのぅ、まぁ、地区別の

戦略プランの策定のような、町政座談会のような建設的な意見が聞けることを期待して、

あのぅ、今回の質問は終わりたいと思います。ありがとうございます。 

●議長（辰田直久） 以上で大和議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせ

ていただきます。再開は１０時４０分とさせていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。 

――午前１０時２２分休憩―― 

――午前１０時４０分再開―― 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。続きまして、通告順位第２号、漆谷議員登壇をお

願いいたします。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） ７番、漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 改めまして、皆さん、おはようございます。７番漆谷でございま

す。えぇ、９月定例会にあたり、私は安心・安全、思いやり、利便性、この三つをキーワ

ードに挙げて、えぇ、通告書どおり順次質問をしてまいりたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。えぇ、まず１点は、町道の道路維持管理、安全・安心という面から質

問さしていただきます。特に今回は歩道について申し上げていきたいと思います。えぇ、

二つ目は社会体育、特に、えぇ、今日はスポーツ少年団と呼ばしていただきますが、この

育成、そして今後のどういう方針で子どもたちを育てるか、いうことについて、えぇ、質

問さして、いかしていただきたいと思います。そいで、３番目は、プレミアム商品券、先

ほど１番議員さんからもありましたが、えぇ、できるだけ重複しないように、えぇ、私な

りに質問をしてまいりたいというふうに思っとります。えぇ、まず、最初に、町道の歩道

についてでございます。えぇ、歩行者、えぇ、そして通学する小学生、中学生、高校生そ

してご高齢の電動車を運転される方、そして、えぇ、体のご不自由な方、そういう目線に

立って、これから歩道について整備していく必要があるんではなかろうかというふうに思

っとります。えぇ、誤解があってはいけませんので、えぇ、最初に申し上げておきますが、

決して、建設課、建設課が、あのぅ、怠っとられるということを前提に言うわけではあり

ません。えぇ、道路にしてもいろいろ年数が経って老朽化しとります。そういう意味から

して、今後の課題としてどうふうにするかという私なりの発言でございますので、そのへ

んをご理解いただいて、ご回答いただければと思います。えぇ、まぁ、あのぅ、町民の方、

私が、まぁ、歩いてみたり、いろいろ感ずるところなんですが、えぇ、先ほども老朽化言

いますが、道ができてからですね、年数が経つと側溝ぶたのないとこやら、あるいはまた

側溝ぶたと側溝ぶたの間が、空いて、ちょうど小さい子の足が入るような状況とか、えぇ、



路肩が、まぁ、ちいさな陥没ではあるが、しとるとか、えぇ、舗装がはげとるとか、そう

して例えば白線より外の方でも、外側が雑草が茂ったり、えぇ、クズマカズラが這い出し

て、やむを得ず道路の真ん中を通らざるを得ないというような状況。またこの前はご指摘

があっ、電動車運転される方からご指摘があったわけですが、歩道を運転していっており

ますと、出口がふさがっとったと。えぇ、まぁ、要するに車止めの柵がしてあって、そっ

から出られないので、また引き返して、えぇ、一般道路に出たというような、私たち、い

つも車ばっかりであるいとる者には分からないような状況が散見されとるいうことを、私

たちも深く承知してこれからの道路状況をしっかりと見つめ、えぇ、維持管理に向けてで

すね、取り組んでいかなければならないというふうに、私は考えて、えぇ、この質問を選

定さしてもらったわけですが、えぇ、この件について、えぇ、今後の、まぁ、道路も老朽

化しとるいうことも言いましたが、これからどういう維持管理を、されて行かれるのか、

この点について、お答えをいただければと思います。 

●土崎建設課長（土崎由文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 土崎建設課長 

●土崎建設課長（土崎由文） えぇ、町道の維持管理、特に歩道の維持管理についてのお尋

ねでございます。えぇ、通学路の危険個所につきましては、教育委員会、総務課、建設課、

警察署、島根県も含めた道路管理者が合同で対策を講じる通学路の安全点検システムとい

うものが、平成２４年度に創設されまして、全国的にこのシステムにより、点検を行い、

危険個所の認定、危険個所の修繕等の通学路の安全対策を実施することとなっております。

えぇ、邑南町では町内各小中学校からご指摘による箇所について、毎年１回以上開催する

こととしておりまして、これにより通学路となっている箇所につきましては修繕等を行う

方向、とおしております。えぇ、また通学路以外の箇所についてでございますけども、建

設課で道路パトロールは行っておりますけども、すべての路線を見回ることは困難でござ

います。えぇ、危険と思われる個所や、お気づきの点があればですね、連絡をいただきた

いというふうに思います。現地を確認いたしまして、必要があれば修繕等の対策を行って

いきます。えぇ、修繕につきましては安心・安全、議員さんご指摘のような面の確保から、

えぇ、予算の方も考慮しながらできるところから行っていきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、先ほど申し上げましたいろいろな問題点でございますが、

これについては、先ほど課長からも答弁がありましたように、しっかりと即刻修理、修繕

をしていただいとります。まことにありがたいということで、町民の方も喜んでおられま

すので、申し添えておきます。もう１点、あのぅ、歩道関係の、電動車関係ですが、歩道

はあるが、非常にこの歩道が狭くて、えぇ、離合ができないと。おひと方はバックせにゃ



あいけんというような状況もあるそうです。まぁ、こういうところについてもですね、で

きる限り対処、離合する場所をですね、設定、えぇ、設置するとかいうことで、やっぱり

思いやりのある歩道管理というものもこれから必要ではなかろうかというふうに、えぇ、

感じておりますので、まぁ、今後ともよろしくお願いいたします。えぇ、次にこれは矢上

本町商店街の、商店街の町道についての質問でございますが、えぇ、まぁ、２番目、３番

目は同じ路線の話ですので、一緒に質問してもいいですが、まぁ、せっかく分けて掲載し

とりますので、えぇ、課長の方も答えやすいと思いますので、えぇ、別々に質問をさして

いただきます。えぇ、矢上本町商店街の町道についてでありますが、えぇ、前にもこのカ

ラー舗装化はどうだろうかという提言をしたことはあります。えぇ、まぁ、その時にも課

長は前向きな答弁をいただいたわけであります。えぇ、そうしてまたその後、まぁ、ああ

してその商店街は積雪の時に非常にそのぅ、雪の処理に困るということで、あのぅ、流雪

溝ですか、それの一つ設置いうことも考えていかにゃあいけんいうことで進められとる経

緯があるということは、十分承知した上での質問でございますが、えぇ、ご承知のように、

えぇ、矢上小学校の校門から旧矢上郵便局までは歩道がございます。えぇ、旧矢上郵便局

から下ですね、いわゆる下の町道は歩道もなく、非常に往来のおいいところでございます。

ま、歩道をつけようにもつけようがないというのが、まぁ、実態であります。えぇ、ここ

は石見中学校、矢上高校の寮、小学校、そして矢上高校。えぇ、朝夕は非常に通勤者のド

ライバーの方がおいいところでございます。えぇ、朝は７時半ぐらいから８時半ぐらいま

で非常に通学生、小学生から高校生まで非常に登校されて行く多くの生徒さんを見かける

わけです。えぇ、まぁ、矢上小学校、今１４４人と言われます、言われとりますが、たぶ

んそうだったと思いますが、えぇ、その内の５１人は矢上郵便、旧矢上郵便局のところを

通って、えぇ、小学生の方が、えぇ、元気にまぁ、登校されとります。まぁ、そういう観

点からして、やはりこのぅ、カラー舗装化することによって、歩く側、運転する側ともに

色別することによって、お互いに、まぁ、思いやりのある、あるいはまたスピードを落と

そうとか、歩行については気をつけてあるこうとか、そういうやはり交通安全に対しての

思いが生まれてくるのも、カラー舗装化の良いところではなかろうかと思います。まぁ、

一説によりますと、カラー舗装というのは非常に、そのぅ、交通事故の抑止力につながる

ということで、えぇ、各商店街とか、そういう通学路についてはカラー舗装化されとると

こがおいいわけですが、まぁ、この点についてですね、安全面を考えて、できるだけ早い

時期に、えぇ、安全に勝ることはありませんので、一つできるだけ早い時期に、まぁ、幸

いここで事故がおこったとかなんとかということは、今まで承っとらんわけですが、えぇ、

そういう観点に立ってですね、えぇ、カラー舗装化をもう一回考えてもらえばというふう

に考えますが、これについてのお答えをいただきたいと思います。 

●土崎建設課長（土崎由文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 土崎建設課長 



●土崎建設課長（土崎由文） えぇ、議員ご指摘の箇所は矢上小学校から歩道がないという

ことで対策を要望されているところでございます。えぇ、先ほどの交通安全の対策会議、

合同会議においても対策を講じる必要があるとしている箇所の内の一つでもあります。え

ぇ、その内また別の個所ではありますけども、矢上中央公民館前の町道、下京後山線の竹

友橋付近については、通学路の路肩のカラー舗装を、約１００ｍばかり施工しております。

その結果歩車道分離を行っておるところでございます。ご指摘の石見中央線の本町商店街

区間は現在実施時期は未定としとりますけども、ここもカラー舗装がよかろうかというふ

うには考えとるところでございます。ええと、ここは本町商店街の側溝につきましては、

先ほど議員おっしゃったように、県営事業で流雪溝の改修が予定をされております。えぇ、

その工事と現在時期を調整中でございます。えぇ、またその調整が整えばそういった事業

も対応していこうというふうに思っておりますけども、まだあのぅ、町の道路事業も複数

路線を行っております。これらの継続事業の進捗も考慮しながら、できるだけ早い時期に

施工してまいれるよう検討していくこととしております。以上でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、今後も積極的に考慮していってやろうという答弁だ

ったかと思います。えぇ、まぁ、安全に待ったなしということで、えぇ、できるだけ早い

時期に子どもたちの安全のためにもひとつカラー舗装化を進めていただきたいというふう

に思います。えぇ、それでは３番目の同じく本町商店街の大雨時に溜枡から水が湧き出し

て非常に往来の妨げになるという、このことはおそらく地元からも要望があがっとると思

いますが、えぇ、まぁ、課長ご承知かと思います。えぇ。まぁ、この原因としてはですね、

えぇ、タメマス部分は改修されて、確かに側溝が整っとりますが、それより下が結局詰ま

っとるとかなんとかでなしに、昔のままの側溝で、要するに上部の水をはかすことができ

ないというのが実態であります。まぁ、こういう現実をまぁ、よく現場で調査していただ

いて、えぇ、これも即刻にですね、えぇ、下部をまずですね、水がよくはけるように、い

つもいつも大雨ごとに道路に、そのぅ、水が湧き出して通行の妨げにならないようなこと

を、まぁ、考えていただきたいということで、えぇ、まぁ、質問に挙げとるわけですが、

この点について、えぇ、課長の、どういうふうに理解されて、今後どうされるのかについ

てお聞きしたいと思います。 

●土崎建設課長（土崎由文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 土崎建設課長 

●土崎建設課長（土崎由文） えぇ、現地につきましては、道路側溝や用水路など４系統の

水路が交錯する箇所で、以前から問題が生じているということは承知しておりまして、周

辺の町民の方からも根本的な対策を望まれられておる箇所でもあります。当然何らかの対

策の必要があると考えておりまして、えぇ、先ほど申しました県営事業の側溝整備の流末



でもありますので、県営事業との詳細計画が決まれば、関係する水路については改修をし

たいと思います。また県営事業には関係しない問題の箇所につきましても部分的に修繕す

るように検討してまいりたいというふうに思っております。以上でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、これも地元の要望も強いかと思いますので、これもできる

だけ早い時期に解決をいただいきたいというふうに思います。それでは４番目にまいりま

す。えぇ、日桜ロードについてであります。去年はああして、確か１２月１５日から２月

末までだったと思いますが、えぇ、通行止めをされました。えぇ、ご承知のように日桜ロ

ードは江津市の桜江町と邑南町の日和を結ぶ、まぁ、隣の市との大事な、道ということで、

非常に歓迎されてできた、また期待も大きいロードでございます。えぇ、この道は、通行

止めにされた区間は７キロ区間のように記憶しております。えぇ、桜江町分が５．７キロ、

ほいで、邑南町分が１．３キロだったように記憶しとりますが、えぇ、まぁ、実はまぁ、

あのぅ、安全第一ということで、えぇ、対応された、まぁ、事故があってはならないとい

うことで、冬期間をやむを得ず、通行止めにされたという経緯は十分承知しております。

えぇ、勾配も急で、そうして除雪もなかなか難しい、まぁ、凍結もするだろうということ

での、通行止めだったように記憶しとります。まぁ、町道でもですね、非常にまぁ、それ

はあのぅ、急な勾配もありますし、えぇ、凍結するとこはあります。あのぅ、先ほども申

し上げましたように、この道は林道いうか、まぁ、非常に生活にかかわる、あるいは経済

的にかかわる大事な道のように、私は認識しとります。そういう意味からして、昨年です

ね、これも記憶違いだってはいけませんが、２４１台という１日の通行量があるというふ

うに聞いた記憶があります。それで今年の場合ですが、そういう通行量の調査をされたこ

とがあるのか、あればだいたいいくらだったのか、この点についてお聞きしたいと思いま

す。 

●土崎建設課長（土崎由文） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 土崎建設課長 

●土崎建設課長（土崎由文） まず、通行量調査の関係でございますけども、さる７月２９

日に江津市と共同で交通量調査を行っております。朝６時から晩の８時まで、１４時間の

期間にわたって行いました。あいにく雨が降りましたけども、今年は２３０台の利用があ

りました。昨年の交通量は議員申し出のとおり、２４１台でございまして、まぁ、ほぼ同

数というふうに感じております。えぇ、邑南町側から桜江方面への通行台数は、今年は１

１０台。逆に桜江から邑南方面へは１２０台。これも昨年と同様の結果でございました。

えぇ、まぁ、こうした結果を基にですね、えぇ、江津市と今後の冬期間の対応を協議して

まいりたいというふうに思っております。えぇ、先ほどもおっしゃいましたように、日桜

ロードの冬期間の全面通行止めには利用者の皆さまにはたいへんご不便をおかけしており



ますも、承知しておりますが、凍結による人身事故を懸念しており、今年も通行止めの期

間は避けられないものだと現時点では思っております。議員お申し出のとおり、可能な限

りの利便性も考慮しながら、江津市と今後協議してまいりたいというふうに思っておりま

す。以上でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、先ほど答えがありましたように、おおむね２３０台

から２４０台。まぁ、これも２４時間でなしに、１４時間の調査でございますので、まぁ、

そのぐらいあるんかなあというふうに、今思っとるところですが、まぁ、これを１日にし

ますと、まぁ、単純、まぁ、２４０台、３０台ですが、１０日にすると、まぁ、当たり前

のことですが、あぁ、２４００台か２３００台。それで、まぁ、仮に去年７０日通行止め

があったとすれば、１万６千台を超えるんではなかろうかと思います。そうした中にあっ

て、私も去年の状況をそれとなく見てきたわけですが、えぇ、まぁ、通行止めの期間の間、

少なくとも半分以上の日数は除雪しなくても通られたような状態ではなかったかなあとい

うふうに記憶しとります。まぁ、行政とすれば当然危険を第一に考えて、考慮してやるこ

とも大事だと思いますが、一方では行政の役割としては危険を、危険なところは排除しつ

つ、利便性を考慮してやはり、こういう日桜ロードのような道については、もっと利用者

のことも考えながら、利便性を図りながら、対策、除雪対策もしていくことが大事じゃあ

なかろうかというふうに思っとります。えぇ、まぁ、これも江津市との協議になると思い

ますので、えぇ、まぁ、きょう、どうこうの答えをいただくわけではありませんが、えぇ、

この安全・安心の道路維持管理について、えぇ、最後に町長にまとめていただきたいと思

いますが、最初の歩道の関係から、２番目の本町商店街のカラー舗装化の点、そして３番

目は日桜ロードの今年の冬にどういう思いで江津市との協議に臨まれるのか、これについ

て、えぇ、町長の所見を伺いたいとこのように思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、まず第１点のまぁ、特にあのぅ、道路の維持管理という点

で、歩道も含めての話でありますが、まぁ、国も県もそうですけども、もうあのぅ、新設

はもうあんまりやらなくて、維持補修の方に力を入れていくっということがございます。

で、まぁ、町の場合も確かに、あのぅ、新しく町道を開業してという形も何本か持ってま

すけども、あのぅ、やっぱり今ある道路をいかに維持していくかという観点が今後はより

重要になってくると思いますので、まぁ、そういうところへできるだけ予算配分も必要な

時期にきているのかなと、まぁ、いうふうに思っております。いつも維持補修の金がない

からできませんという形ではまずいだろうというふうに思います。それがまぁ、全体的な

考え方。それで２番目の、まぁ、石見中央線のカラー舗装の問題ですけども、まぁ、あの



ぅ、私はあのぅ、やっぱり矢上地区の中でも、まぁ、ここが一番交通量がおいいではない

かなと思ってます。特に朝夕、まぁ、その中に非常にまぁ、今数字も言われました５１名

の小学生があそこを通ってるというとこでありまして、まぁ、ほんとに事故がなければい

いがなと、今でも実は思ってるわけですね。えぇ、その中でやはりカラー舗装の効果とい

うことについてですが、あのぅ、竹友橋をまぁ、カラー舗装にさしてもらった。私も時々

そこを通るんですが、なんとなく以前よりも安心感があります。やっぱり車道と歩道が一

応色で区分けされてるということについては、通ってる私自身もまぁ、実感として感ずる

わけですね。ですから、カラー舗装の効果は私は、まちがいなくあるんだろうと思います。

えぇ、したがって、まぁ、こういう事業がのびのびになった中で、とうとう事故が起こっ

てしまった、小学校の生徒がけがをした、こんなことになってはとてもじゃないが日本一

の子育て村にはならないわけでして、やっぱりそういったハード面からもですね、特にあ

のぅ、交通量のおいいところ、あるいは通学、通勤のおいいところを優先的にですね、や

っぱりそういう整備をやっていく必要が、私はあるんではないかなというふうに思ってお

りますので、えぇ、これはあのぅ、流雪溝のからみもございますけども、できるだけ、ま

ぁ、せっかく県営の事業を採択してもらってますから、えぇ、調整をする中でできるだけ

早くこのカラー舗装も含めて事業が進捗するように、私の立場からも県の方にお願いをし

て、まぁ、当然町のお金もいるわけでありますけども、やっていきたいなというふうに今

回感じをしました。えぇ、まぁ、あのぅ、町道の側溝については課長の答弁で私はよろし

いんではないかなというふうに思っております。えぇ、日桜ロードの問題ですけども、あ

のぅ、確かにまぁ、除雪の問題もございますが、あのぅ、議員がその内の、通行止めをし

とった期間の半分は、あのぅ、除雪をしなくても通れたんじゃあないかと、こうおっしゃ

る発言もございましたが、やはりあそこは非常に、あのぅ、特に高い場所でございますの

で、非常に、あのぅ、一旦雪が降って溶けても凍結をするという問題が私はあるんじゃあ

ないかなあと思ってます。で、現にあのぅ、以前井原の国道２６１号線で起こった死亡事

故、これはまさにあのぅ、雪は無かったんだけどもうっすらシャーベット状、圧雪状態ま

でいかなくてもなんかやっぱりそういった凍結状態があって、ついぶつかってしまったと

いうような事故だと私は記憶しております。ですからまぁ、そういったあのぅ、非常にま

ぁ、凍結しやすい道路状況の中でどこまでを安全確保するのかということをまず第一義的

に江津市とよく話し合って、えぇ、で、その中でどれだけの利便性が担保できるかという

ことをですね、まぁ、これは相手方がおりますので、よくよく話をしていかなきゃならん

問題だなあと思っております。結局事故を起こして、えぇ、お叱りを受けるのは我々道路

管理者でありますので、まぁ、そこは慎重にやっぱりやっていく部分もあるんではないか

なと思ってます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 



●漆谷議員（漆谷光夫） はい、ありがとうございました。まぁ、あのぅ、最初のキーワー

ドに挙げましたように安心・安全、おもいやり、利便性を十分考慮して、この道路維持管

理について今後ともよろしくお願いしたいとこのように思います。えぇ、それでは２番目

の質問に移らしていただきます。これは社会体育の問題でございます。いわゆる各地区、

各地域で、ほんとに子どもたちが目を輝かし、そしていろんなスポーツに熱心に取り組ん

どります。これは間違いなく将来のこの邑南町を背負っていく子どもたちのほんとに頼も

しい姿でもあります。まぁ、一方忘れてならないのはその子どもたちを地域の指導者の方

がほんとに熱心に指導されて、これこそ地域スポーツといった感じで私も日々頼もしく思

っとるわけでございます。えぇ、まぁ、そういう中にあって、まぁ、矢上の例をとって、

お話しますが、矢上の改善センターはほとんど毎日のように夕方から遅い時には９時ぐら

いまで、一生懸命いろんな地域スポーツ活動が行われとります。まぁ、校庭もしかりで、

週２回ぐらいはサッカークラブも練習されとります。まぁ、それはそれとして、非常にそ

のぅ、このスポーツ少年団言いますか、地域で行われるこの活動は非常に私は重要な位置

をこれからの町のあり方の大変大事な役割を果たしているんではなかろうかというふうに

常々思っとるところであります。まぁ、日本一の子育て村構想の大きな柱とも言えようか

と思います。そういう観点から、まぁ、生涯学習の方では、重要性はもちろん、当然重要

性は感じとると思いますが、この現時点での課題等はないのか、また評価はどういうとこ

ろを評価されとるのか、この点についてお聞きいたします。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） 番外 

●議長（辰田直久） 能美生涯学習課長。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） えぇ、議員ご質問のスポーツ少年団のことについてでご

ざいますが、現状を少し、あのぅ、回答さしていただきます。まず、町内のスポーツ少年

団やスポーツ教室の数でございますが、県体育協会の登録スポーツ少年団が野球、剣道、

バレーなど５団体でございまして、えぇ、この他にも平成２７年３月末の調べでございま

すと、水泳、テニス、陸上、バスケット、卓球、柔道など１６団体でございまして、合計

２１団体が活動しております。えぇ、町内の小学生の児童数が約４９０名でございますの

で、子どもたちの数の割合にしては非常に恵まれたスポーツ環境にあると思います。えぇ、

ボランティアで子どもたちに関わっていただいております指導者の皆さまに、えぇ、敬意

と感謝を表するものでございます。また生涯学習課といたしましても、えぇ、ＮＥＣレッ

ドロケッツの合宿に併せてのバレーボール教室や島根スサノオマジックのバスケット教室

を開催するなど、えぇ、子どもたちの競技力やスポーツを通じた心づくりに努めてまいっ

ております。えぇ、少年時代のスポーツ活動は単なる競技力の向上だけでなく、粘り強さ

や連帯感の醸成、また指導者とのつながりなどスポーツを通してでないと育てられないも

のもあり、大切な活動であると認識しております。また合併によりまして、町内の子ども

たちが学校を離れて交流することは将来を担う人材育成にもかかわることというふうに考



えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、きめ細かな中身の入ったご説明がありました。えぇ、

まぁ、今後の課題と言いますか、えぇ、この子どもたちのスポーツ活動をいかに育成、支

援していくのか、まぁ、今後のことについてですが、この点についてお聞きしたいと思い

ます。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） 番外 

●議長（辰田直久） 能美生涯学習課長。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） えぇ、今後のスポーツ育成支援という、まぁ、ことにつ

いてのご質問でございます。えぇ、まず今年度につきましては、えぇ、体育協会と連携を

してのスポーツ教室や指導者、審判の講習会を開催したり、また小中学生の全国大会出場

選手、指導者への旅費の助成であるとか、それから青少年育成町民会議や町民大学等でス

ポーツの育成、それから青少年育成をテーマにした講演会を開催するなど考えておりまし

て、今後もスポーツ育成支援に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、あのぅ、少年スポーツの育成、そして支援については町も

しっかりと支援、育成を図っていただきたいというふうに考えております。えぇ、先ほど

課長は子どもの数にしてはいろいろ恵まれとるというふうに言われました。まぁ、果たし

てそうだろうかなということで、これから質問さしていただきます。えぇ、まぁ、具体例

を挙げんと私の言いたいことが分かりませんので、申し上げますが、えぇ、少年柔道教室

いうのがあります。これは昔からあるわけですが、えぇ、この前まぁ、おとうさんぐらい

な方だと思いますが、若い指導者の方が実は柔道の練習場言いますか、道場がなくて困っ

とるんだと、いつも柔道はあっちいったり、こっちいったりで定まった練習ができんとい

うことで嘆いておられました。あぁ、それはたいへんだなあということで、まぁ、いろい

ろ調べさしてもらったわけですが、まぁ、ご承知のように柔道は畳がいります。畳もおそ

らく４０数枚いるということで、えぇ、他のスポーツのように、あこの施設があいとるか

らあこへ行って今日は練習しようとか、球を一つ持って行ったり、道具を一つ持って行っ

て練習になるもんではありません。えぇ、たとえまぁ、あいとってもその畳をそこへ積み

上げとくか、その作業も非常に大変でございます。そういうことをふまえてですね、えぇ、

まぁ、言われるように柔道も２１団体の一つでございます。えぇ、立派にこれから心身と

も皆さん鍛えてですね、先ほど申し上げましたように、えぇ、将来の邑南町を担う大切な

少年たちであります。なんとかその少年たちや指導者の方の思いを叶えてあげたいという

ことでこの問題を採り上げたわけですが、まぁ、生涯学習課として、えぇ、練習場が間に



合っていない、今のような実情は認識されとるのか、どうかについておたずねします。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 能美生涯学習課長。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） えぇ、柔道を始め、各スポーツの団体ともですね、現在

社会体育施設や公民館などの既存の、町内にあります既存の施設を使って活動していただ

いてるというふうに認識しております。しかしながら中には不自由な場合があるかも知れ

ません。えぇ、今のところ譲り合って使用していただいてるという状況でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） あのぅ、まぁ、あるかも知れないでなしに、あるんです。まぁ、

あんまりこれ以上私が突っ込んでいきますと、まぁ、いろいろ差しさわりがありますので、

まぁ、今も一生懸命柔道は練習されとります。が、えぇ、しっかり２年先、４年先、５年

先も決まった道場というわけにはいかない実情でございます。その点をですね、えぇ、よ

く理解いただいて、えぇ、新しく道場というわけにはいきませんが、えぇ、柔道にしても

剣道にしてもやはり礼に終わり、礼に終わる。まぁ、日本古来からの武道でございますの

で、まぁ、できればそういう固定した道場的なもんが、武道館的なもんがあればいいがな

あというのが私の率直な考えであります。えぇ、まぁ、空き施設を利用するもよかろうか

と思います。まぁ、そのへんをですね、えぇ、ご理解いただいて、今までの話を聞いてで

すね、町長はどのように思われ、そしてこれからどのように子どもたちの期待に応えてい

ってもらう考え方があるのか、これについてお聞きしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、まぁ、邑南町の場合はひるがえって考えてみますと、もう、

あのぅ、県でも相当の上位にいっている子、それが全国大会に出場する選手たち、ずいぶ

んたくさんいます。えぇ、そういう意味では、正に日本一の子育て村の構想の中に子ども

たちのスポーツでまちおこしと、まぁ、こんな考え方っていうのは非常に大きな要素では

ないかなというふうに、まぁ、思うわけですね。で、実はあのぅ、私昨日も、昨日もじゃ

あない、昨日はたまたまですか、あのぅ、一人で散歩しておりました。夜。えぇ、ちょう

ど９時半ごろだったですかね。矢上小学校の校庭で、えぇ、声が聞こえるんです。そした

ら、先生にむかって、２０人近い子どもたちが、ありがとうございます、言うてですね、

大きな声を出して、終わったんでしょう、あの練習が。先生たちに礼を言っておりました。

で、おそらく、まぁ、聞いてみると陸上だったですけども、そうしてまぁ、夜、夜そうし

てます。指導者の下に子どもたちが励んでおる。そして今言われたように、礼に始まって

礼に終わるという非常に私はいい光景だなあと、こう思って散歩の途中でしたがなんか頼

もしく思ったことが実は昨日あったわけですね。えぇ、まぁ、そういうことに限らず今柔



道の話をされました。えぇ、柔道についても私が承知してるのはおそらく３０年以上続い

ているんじゃあないでしょうかね。歴史があると思います。今もって聞きますと１８人ぐ

らいの生徒さんが柔道教室に通っているということですね。少子化の中でやっぱりこれだ

けの長い歴史をもって、ずっと生徒さんが励んでいるというのは、たいへんこれはすばら

しいことだなあと、まぁ、いうふうに思うわけです。で、特に武道は、まぁ、剣道と柔道

が主だと思いますけども、まぁ、剣道は非常に盛んでまたそれぞれの体育館、特にあのぅ、

田所では武道館というものがございまして、そこでまぁ、一生懸命やってる。まぁ、ある

意味では場所的には早々不自由はあまりないというふうに思いますけども、まぁ、柔道に

関してはおっしゃったようなとおりで畳の問題もあって、えぇ、それがまだ場所も定まっ

てない、畳の上げ下げもたいへんだという状況だということでありますので、私は新しく

おっしゃるように施設をつくるんではなくて、今ある施設を何とか利用できないかなと。

それをできれば田所が第１の武道館とすれば、第２の武道館としてですね、位置づけてや

っぱりやってあげるぐらいの方が、やっぱり将来の子どもたちにもいいんではないかなと

いうことを、の、私は思いです。えぇ、そういう観点でやはり社会体育施設の一つとして、

まぁ、発展することを私は支援をしていきたいなあと、まぁ、こういうふうに思っており

ますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、町長におかれましては、私の申し上げたいことをご理解い

ただけたというふうに、今の答弁を聞いて思いました。えぇ、柔道によらずですね、子ど

もたちがのびのび、すくすく芽を伸ばしていただけるように、えぇ、町長のご英断をいた

だきたいということでこの質問は終わりたいというふうに思います。次に３番目のプレミ

アム商品券ですが、これは先ほど申し上げましたように、１番議員さんが質問されました。

えぇ、これについては重複しますので、私の方からは質問でなしに、えぇ、やはりできる

だけ多くの方に買っていただくような機会があったんだろうか、もうちょっと長めに販売

期間を設定できなかっただろうかと。あるいはまた２回目の売り出し方法をもう少し考え

ていただけなかっただろうか。えぇ、そうしてまぁ、最終的には今回の問題点や課題をで

すね、いろいろな次の政策や事業に、事業展開に活かしてもらいたいと。ただこれはプレ

ミアム商品券の問題ではありません。えぇ、やはりこれから町政を運営していく段階にお

いていろんな事業を展開していく上で、えぇ、先ほどらいから申しあげますように、思い

やり、えぇ、町民に対しての配慮をして町民との信頼、そして満足そういうもんがやっぱ

り構築されてないと町政というものはうまくいかないんではなかろうかと思いますので、

今回のプレミアム商品券の販売についてのいろいろな反省点や課題をですね、えぇ、これ

からの町政に活かしてもらえばということで、この商品券の問題については質問を、私の

意見定義として挙げて終わらしていただきたいと思います。えぇ、以上で３点について私



は申してまいりました。えぇ、先ほど１番最初に、冒頭で申し上げましたように、安全・

安心、そして思いやり、そして利便性を十分考慮した上での町政をしていっていただきた

いと、それこそがこれからの２０６０年の大きな目標であります１万人に向けての、この

１万人を維持するための大きな原動力になるんではなかろうかというふうに考えておりま

すので、一つ今日申し上げました私の質問をご理解いただいて、町政に反映していただく

ことを切にお願い申し上げまして、私の質問は終わらしていただきます。ありがとうござ

いました。 

●議長（辰田直久） 以上で漆谷議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせ

ていただきます。再開は午後１時１５分とさせていただきます。 

――午前１１時３１分休憩―― 

――午後 １時１５分再開―― 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。続きまして通告順位第３号、平野議員登壇をお願

いします。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） ３番、平野議員。 

●平野議員（平野一成） ３番平野一成でございます。よろしくお願いをいたします。えぇ、

最初に石橋町長におかれましては、えぇ、県の町村会長に再任されたということをお伺い

しました。非常に誉れなことだと思いますが、えぇ、お体には十分気をつけていただいて、

いろいろ立場はありましょうが、邑南町のために、邑南町民のために引き続き頑張ってい

ただきたいというふうに思います。それからええと、邑南町のマスコットキャラクター、

オオナン・ショー、只今全国ゆるキャラグランプリ、エントリーをしております。毎日ホ

ームページ上に出ておりますけれども、ええと、１１月１６日まで受け付けておるという

ことでございますので、まぁ、町民の皆さんもこぞって投票していただいて、やるからに

は１位を目指していただきたいというふうに思います。えぇ、６月議会におきましては、

議会の最中に私の一身上の都合で、皆さま方にご迷惑をおかけいたしました。えぇ、この

場を借りて改めてお詫びを申し上げます。えぇ、今回は６月に考えておりました質問を、

一部踏襲をして、新たな質問とともに２点をお聞きしたいと思います。えぇ、最初に地方

創生の取り組み、参加度を高めるためにはと、書いておりますけれども、まぁ、参加度を

高めるというのは以前町長も、がおっしゃったことばでございますけれども、その中で最

初に地方創生への取り組みの一つとして、これからの重要な施策として挙げられておりま

すインバウンド事業ということについてお聞きしたいと思います。３月の議会の一般質問

で、まぁ、私も海外での生活が、経験がございますので、非常にこの事業は、成功させな

ければいけないという思いが非常に強くあります。で、この事業への取り組みの中で語学

あるいは環境整備等への準備ということを申し上げました。先般９月の６日に開催されま

した邑南国際交流祭りと題しました島根大学の留学生の皆さんとの国際交流イベントとい



うものがございました。で、そちらに参加したわけですけれども、まぁ、町内全域無線放

送がされていたと思いますけれども、やはり国際化、あるいは国際交流ということばに対

してですね、どうしても、まぁ、関心の薄さか、あるいは一歩前に出ることができないと

いうことがあるのかも分かりませんけれども、一般の皆さん方の参加が非常に少なかった

なあという感想でございました。また行政関係からもですね、一部関係者ということでの

参加はございましたが、まぁ、全体的に職員の皆さんの関わりも少なくて、まぁ、３月に

町長が熱く語られましたインバウンド事業推進へ向けての、私は少し不安を感じたところ

でございます。まぁ、その席に同席しておられました商工観光課長、まぁ、今後の推進に

ついての思いとそれからその時のどういうふうに感じられたかということをまずお聞きし

たいと思います。 

●日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、９月６日に開催をされました国際交流祭りについて

でございますが、えぇ、ちょうどまぁ、時期的に農繁期であったということや学校関係で

はちょうど２学期の行事などもあったりということもあったと思います。えぇ、先ほどご

指摘いただいたように参加者は多いという状況ではなかったかと思いますが、えぇ、島根

大学の留学生の出身国の紹介でありますとか、えぇ、町内の団体との交流もあって、参加

された方にとっては有意義な催しではなかったかというふうに思っております。今回の国

際交流祭りについては島根大学と邑南町との共催という形で開催をいたしました。まぁ、

協力としましては、町内にあります国際交流団体であります、瑞穂アジア塾にも関わって

いただいたり、宿泊については町内の農家民泊を利用したり、町内の田植え囃子の団体、

あるいは太鼓の団体などにも交流会で関わっていただいたことで、まぁ、関係していただ

いた皆さんには外国人と触れ合う機会にはなって、多少はインバウンドの、まぁ、予行練

習ということにはなったのではないかというふうには捉えております。えぇ、今後につき

ましては、えぇ、やはり少し地域密着型というような形で交流が進むような、もう少し小

さい単位、例えば公民館エリアというようなところでの開催なども考えていくべきかなと

いうふうには思っております。次回に向けてより実りのある交流につなげていきたいとい

うふうに思っております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） まぁ、あのぅ、時期的なことということもおっしゃいました。ま

ぁ、当日、まぁ、雨も午前中は降っておりました。ただ、まぁ、今田植え囃子と言われま

したけれども、私も参加をさしていただきましたが、田植え囃子の叩き手の中には雨が降

るけ、百姓がないけ来たという方もいらっしゃいましたので、まぁ、そのへんは少し、も

う少し考えていかなければならないところではないかというふうに思います。で、まぁ、



インバウンド事業というのは、まぁ、これから実質的に始まる非常に新しい事業になると

思います。町民の皆さんにあられましても、インバウンドいうて聞いて何のことかたぶん

さっぱり分からんというふうに思います。まぁ、今後この事業の具体的な説明ということ

が町民の皆さんに求められると思いますし、なんと言いましても、この事業の最大の課題

は、先ほども言われました地域の皆さんにどのように関わっていけるかだというふうに思

います。まぁ、これまでもですね、まぁ、Ａ級グルメ等いろいろと、まぁ、私らには関係

ないわというような意見があったり、あのぅ、町民の理解が進んでいないという議論もい

ろいろこれまでやってきました。まぁ、このインバウンド事業もこのようなことになって

はいけないというふうに思います。ましてや海外からのお客様をおもてなしするというこ

とになりますと、まぁ、これまでほとんどの方が経験のないことであります。非常にハー

ドルは高いのではないかというふうに私自身感じております。まぁ、町としましてもです

ね、相当の覚悟でのぞんでいっていただかなければならないと思います。まぁ、担当課だ

けの対応では非常に難しい面もあると思いますので、全町的な取り組みを望まれるところ

であります。そこで、現在事業を推進していく人の人材確保ということで、えぇ、コーデ

ィネーターを配置されていると理解しております。また今後モニターツアーを予定してい

るということの説明がございましたが、このコーディネーターをどう活用し、そしてどの

ようなツアーを考えておられるのか、まぁ、具体的なお考えがあればお聞きしたいと思い

ます。 

●日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、今ご紹介をいただきましたように、今年の６月から

インバウンド推進コーディネーターとして、えぇ、佐藤さんという女性を雇用いたしまし

て、事業を推進しているところでございます。えぇ、この佐藤さん、広島県出身の方でご

ざいまして、英語が非常に堪能な方でございます。えぇ、現在のところそういった知り合

いの関係の方を通じて、えぇ、実際に何人かすでに外国人の方に本町に来ていただいて情

報収集を行っております。えぇ、また１０月からは町内の方を対象として、英会話教室を

始める予定にしておりますが、えぇ、その講師の選定や運営についても関わっていただい

ております。えぇ、また実際に外国人の観光客が邑南町で田舎体験をするための情報収集

などを、農家民泊などを回りながら現在状況調査をしていただいておるところでございま

す。まぁ、それ以外には各種インバウンドの関係の研修会などへも参加をいただいており

ます。えぇ、また先ほどもちょっと話がありました。実際に外国人の観光客を受け入れる

ということになりますと、えぇ、少なからずとも抵抗感があると思います。そういった意

味ではそういった抵抗感を和らげるような意味も含めたおもてなしの研修や、えぇ、ホー

ムページであるとかパンフレット、案内看板、地図などの英語表記の導入のことについて、

あるいは、えぇ、特に公共施設になろうかと思いますが、えぇ、外国人観光客にはＷｉｆ



ｉの環境整備などが非常に必要になっています。そういったところの研究、検討について

現在進めていただいてるところでございます。えぇ、それからモニターツアーの方でござ

いますが、基本的には、えぇ、今回の補正予算にも計上しております地方創生先行型の上

乗せ交付分の中にありますインバウンド促進基礎調査に関する予算を使って、委託を中心

とした形で実施をする予定にしております。まぁ、それ以外で言いますと、例えばお隣の

広島県の国際交流団体などにもアプローチをしまして、モニターツアーの参加者を、募集

をしたりするということ。えぇ、まさにまぁ、お隣の広島県で言いますと、原爆ドームで

あるとか、厳島神社でありますとか、そういった二つの世界遺産を訪れる欧米人の観光客

は非常に、あのぅ、多い状況でございます。えぇ、そういった観光客に対してのアプロー

チであるとか、えぇ、まぁ、宿泊先もさまざまな宿泊先を選択しておられると思いますが、

えぇ、より民泊に近い形の、例えばゲストハウスであるとか、そういったところへのアプ

ローチをしながら、モニターツアーを進めていきたいというふうに考えております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、ええと今の課長の説明で私が今から言おうとおもっとった

ことを、だいぶん言っていただきましたので、非常に思いが一緒なのかなということはあ

ります。えぇ、広域連携あるいは英語表記の問題であるとか、おもてなし研修、まぁ、そ

ういうところは非常に評価というか、まぁ、今からのことですけれども、考え方としては

共感できるかなというところでございます。まぁ、コーディネーターの方にはですね、ま

ぁ、いろいろ邑南町でもこれまでの社会教育、あるいは公民館活動等で、さまざまな資源

は、蓄積はしていると思いますので、そのへんも十分活用いただいて、そしてまたあのぅ、

人的な資源もね、邑南町の中にはたくさんいらっしゃると思います。そちらの活用もお願

いをしていきたいというふうに思います。で、まぁ、ツアーの内容につきましては、えぇ、

町民参加型あるいは体験型のものとなるということをお聞きしましたが、まぁ、どういう

んですか、観光地を巡って、ａｊｉｋｕｒａでご飯食べて帰るようなことだけはないよう

に、町民とやっぱり触れ合うということを一つの大きな目標としてやっていただきたい。

それと例えばツアー等でですね、あのぅ、まぁ、よくあるようにいわゆるコンサルに丸投

げするようなことは絶対ないようにお願いしたらと思います。せっかくお国からいただき

ました交付金でございますので、東京へ返すことのないように、皆さんで知恵を絞ってい

けたらいいと思います。で、一番これからの問題と思いますのは、まぁ、パラリンピック

へのキャンプの立候補もされております。まぁ、国際化あるいは海外との交流、このへん

の取り組みですね。やはり町民の皆さんにとって、意味のある、そして町にとっても効果

のあるというものにするためには、やはりこの事業の中身でありますとか、町民の皆さん

の参画がどうしても必要ですという強い行政のメッセージが必要ではないかと思いますけ

れども、まぁ、あらゆる手段を講じてですね、こうしたメッセージを町民の皆さんに、送



っていただきたいと思うんですけども、町長の決意のほどはいかがでしょうか。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） まぁ、あのぅ、最近よく言われることばとしては、グローカルと

いうことばがあります。えぇ、これはあのぅ、ローカルに考えて、グローバルに行動しよ

うというようなことだと私は解釈してますけども、やはりどんな社会においてもそのロー

カル性というのは非常に特に重要視される時代ではないかなあと思ってます。で、そこに

は必ず文化とか歴史とか地域の特性というものがあって、したがってそれはあのぅ、えぇ、

外国の方からすれば異文化でありましょうし、それをむしろ興味をもって、楽しむという

方はずいぶんいらっしゃるわけであります。であのぅ、おもてなしの心ということで、こ

れがあんまり強調されてですね、構えるということになればですね、なかなか私は前にい

かないんじゃあないかと思います。まぁ、よく言う、その素のままですね、いわゆるある

姿のまんま見てもらって、そして体験をしてもらう。だから何もあのぅ、外国の方だから

ちょっとこう引くということではなくて、日本人の方と一緒の感覚で農家体験をしてもら

う。あるいはさまざまないろんなことを邑南町ならではの体験をしてもらう、このことが

やっぱり一番インバウンドとしても邑南町にとっては成功する要因ではないかなあと思い

ます。宮島と競争しても何もならんわけでありますので、一人でもふたりでもそういう方

が邑南町に来て発信をしていただければ、おのずと年を追ってそういう方が増えてくる、

私はそういう時代だというふうに思っておりますので、まぁ、そういう観点から邑南町な

らではのインバウンド事業をやってみたいなあと、それがまぁ、モニターツアーという形

になるんだろうというふうに思います。えぇ、観光協会でも今ひとりが旅行業務取扱主任

の試験を受けております。結果は１０月に出ますけども、まぁ、その結果、ぜひ合格して

ほしいんですが、まぁ、合格ということになればそういったものを中心に、そうしたツア

ーっていうものも十分に組める。そして今のコーディネーターの方と一緒になってですね、

考えていくっていくっていくこと、十分可能だろうというふうに思っておりますので、ま

ぁ、いずれにしてもあのぅ、おっしゃるように町民の方と一緒になってこれはやる事業で

ありますので、まぁ、そこを間違えないようにやっていきたいなとこう思います。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、ええと、最初にも申し上げましたけども、この事業、非常

に私は重要なことであろうと思います。重要なことであるだけに、ますますハードルも高

くなるかも分かりませんけれども、あのぅ、冒頭に申しました、国際、島根大学の留学生

の皆さんあるいは島根県にもたくさん、あのぅ、ＡＬＴさんとか国際交流員さん、いらし

てますので、そういう方たちもできたらいろいろと活用して、今後の計画等に役立ててい

っていただければというふうに思います。まぁ、我々も十分協力できることは協力したい



と思いますので、えぇ、ぜひ積極的にいわゆる情報発信と内部整備の方よろしくお願いし

たいと思います。えぇ、続きまして次の質問にまいります。地域をみがき参加度を高める

取り組みとありますけれども、まぁ、今後今から進められていかれます行政改革に関しま

しての、まぁ、意識の部分の問題になろうかと思いますけれども、まぁ、これまでもいろ

いろと議論をさしていただいておりますが、えぇ、先般地方創生関連の町民大学第１講と

いうところで、地方消滅論をはね返す地域づくりと題しての講演がございまして、聴講さ

していただきました。その中で、地域を磨くということを講師の先生はおっしゃいました

けれども、まぁ、町長も出ておられた、ないかと思いますが、この地域を磨くということ

を聞かれて町長はどのように感じられたか、お願いしたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、小田切先生の話を聴いて、あのぅ、なにかそのぅ、今の地

方創生という考え方が、国が何かその指導して、えぇ、一極集中から地方へというような

ことではなかなか進まないよと、むしろその地域が魅力を増すことによって、上からの目

線ではなくて、やはり自然とその地域へ人が流れ込んでくる、その魅力を感じて流れ込ん

でくる。したがってやっぱり地域が一番の、あのぅ、コアになるよということだろうとい

うふうに思います。したがってまぁ、今あのぅ、盛んに移住という問題が出てますけども、

その原点というのはその地域にどれだけの魅力があるか、どれだけの魅力を持った人がい

るか、資源があるか、そうしたことをやはり地域の方々がまず気づいて磨きあげることが

大事かなと、まぁ、こういうことをおっしゃっていたような気がしますが、私もまさに同

感でございまして、そういう意味で、今やってるさまざまなその公民館を主体とした活動

やいろんなそういった地域づくりについては、邑南町としては非常にまぁ、まちがいなか

ったかなというふうに、まぁ、感じた次第であります。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、まぁ、私もそのように感じたところでございますが、

まぁ、あのぅ、今地域おこし協力隊等を中心に、まぁ、都市部から地方への移住策という

ことが非常に積極的に進まれておりますけれども、まぁ、当町でもこの協力隊を中心にＩ

ターン等への取り組みに積極的に取り組んでおりますが、しかし、統計によりますと依然

として社会資本あるいは人口というものは、東京圏に流出、地方から言えば流出を続けて

いるという報告がされておりますし、また東京オリンピック、パラリンピック、この開催

決定によりまして、ますます東京圏への人口流出が続くのではないかと。地方創生の今の

考え方に非常に逆行しているんじゃあないかというような危惧もするわけですけれども、

私は今町長も言われましたように、まぁ、地域を磨くということはこの地域を魅力的なこ

とにすることによってですね、地方から東京圏あるいは都市部への人口の流出をどうやっ



て押さえていくかということも非常に大きな課題であろうと思います。まぁ、今現在邑南

町に住んでいる若い人たちが引き続き、地元に定着したくなるような、そして、一旦都会

に出て行った人たちが、ふるさとに帰ってきたくなるような、しっかりとした施策という

ものを、やはり、えぇ、行政と住民の皆さんと一緒に考えてですね、住民の皆さんが自分

のこととして、取り組んでいただけるよう、こうした意識付けを行っていく、ということ

が、えぇ、今回行財政改善の推進に関する答申の中でもまちづくり基本条例の理念に基づ

いて、町民の行政参加促進のための、仕組みづくりが必要というふうにあることと、共通

していると思います。そしてこの仕組みづくりが、地域を磨くことになるんだろうと、い

うふうに思います。まぁ、今後の検討課題ではございますが、現時点での行政の取り組み

として、地域を磨く、いわゆる町民参加促進のための仕組みづくりに、えぇ、何が必要と

考えられるかお聞きしたいと思います。 

●服部総務課長（服部導士） 番外。 

●議長（辰田直久） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） えぇ、言われましたように、えぇ、邑南町の行財政改善の推

進に関する答申をいただいておりまして、その中でも、えぇ、住民参加と協働の推進とい

うことで、えぇ、住民自治組織や、あのぅ、審議会の設置、あるいは広聴の充実、住民と

行政の協働、町民の行政参加促進のための仕組みづくり、これが大切ですよというふうに

提言をいただいております。えぇ、まぁ、これは言われたようにもともと邑南町まちづく

り基本条例が目指すところでございまして、その部類も、えぇ、５条から６条、９条にそ

のことはまた具体的にもまた書いてございまして、えぇ、言われましたように、そうした

住民参加の、あるいは住民のご意見を伺うそういう機会、あるいはあのぅ、場の提供とい

うのは大変重要であって、これのルール化というのがまた一つの、えぇ、その対応の一つ

のものだと思っております。えぇ、それで、言われました、小田切先生の講演も私も聴い

ておりまして、確かにあのぅ、そうした地域の魅力を磨いていくということは大変重要な

ことでして、お聴きする中で、やはり地域を磨くことから始まってですね、えぇ、地域づ

くり、地域の誇りへとつなげていく、その連鎖が、まぁ、一番重要なんだろうというふう

に、私も考えております。えぇ、邑南町にはこういう中山間地におきましては、元来そう

した機能がもともと社会に潜在しておったと思っております。えぇ、ところが社会構造の

変化や、えぇ、暮らしの変化、考え方、習慣の変化に加えて人口が減少していって、年齢

構成も変わってきていると、そういうことを受けまして、えぇ、そうした潜在的機能が衰

えてきたんだというふうに感じております。えぇ、そうした状況での、えぇ、この地方創

生でございまして、えぇ、やはり町民の方全員にそういう課題に取り組んでいただいて、

ご参加いただいて、えぇ、地域を磨く活動をやはりしていただくことが大切であると思っ

ております。えぇ、特に今般この邑南町版総合戦略を作るにあたって、その枝となります

地区別総合戦略をいろいろと、あのぅ、お考えをいただいております。えぇ、これはやは



りあのぅ、そうしたあのぅ、自分たちで、自分たちの地域を、えぇ、どうしたら住みやす

いところにできるかという、そういう地域のために自分たちで、地域の特色にあった取り

組みを考え、実践していく、えぇ、そういうところが、えぇ、地域を磨く、地域の誇りを

持つというところへつながっていくんだろうと思っております。えぇ、そういう点から今

回の地区別総合戦略の作成にとどまらず、これをよい機会としていただいて、えぇ、地域

づくりに活かしていただきたいと思っておりますし、行政といたしましても、えぇ、これ

と併せましてですね、また、あのぅ、答申の結果、あるいはまちづくり基本条例と合わせ

まして、えぇ、また今一歩考えを進めていく必要があろう、そういう時期にきておるだろ

うと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、午前中の１番議員の意見の中にもございました今回

の地方創生への対応で、まぁ、本年度の町政座談会、この取り組みですね、まぁ、地方創

生への窮余の策であったのではないかとは思いますけれども、非常に参加者全員の声が何

らかの形で聞かれたということで、私は非常にいい取り組みではなかったかというふうに

考えております。また先ほど課長も言われました、地区別戦略の取り組みを通してですね、

地域住民の皆さんの中にも少しずつ自分たちで自立の芽が出始めているところもあるよう

に感じております。ただ、まぁ、参加人数等々の議論もありますけれども、まだまだ地方

に、表に出てきていないいろんな意見があるのも確かでございます。で、まぁ、私はあの

ぅ、最近よくＰＤＣＡということばを使われますけれども、まぁ、Ｐはプラン、計画。Ｄ

はドゥ，実行。Ｃはチェック、検証して、Ａはそれに基づいてアクション、行動をとると

いうことですけれども、私はあのぅ、行政の職員の皆さんにこのＰＤＣＡと共にですね、

Ｅということと、もう一つのＰということをぜひとも実践していただきたいという思いが

あります。ええと、Ｅと言いますのは、ええ、エクスプラネイション（explanation）まぁ、

説明ということですね。それともう一つの意味でイーガネス（eagerness）熱意。イーガネス

です。熱意をもってという英語ですけれども、それともう一つのＰというのがパースエイ

ジョン（persuasion）という英語ですけれども、これは説得をするということになります。

まぁ、具体的にはですね、これまでの一般質問でもいろいろ提案をさしていただきました。

自治会担当職員の役割あるいはその目的を明確化するということ。それから職員の皆さん、

非常にお忙しいのは分かりますが、やはり地域の皆さんは職員さんを頼りにしておられま

す。地域の皆さんの気持ちに応えるためにもですね、その地域での役割、そういうものを

もう少し重要視をして、えぇ、考えていただきたいということでございます。で、以前の

やり取りの中で、町長はまぁ、町民の皆さんとの信頼関係を築かなければいけないという

ことで、クイックレスポンス（quick response）という言葉を言われました。これは素早い

対応であるということをおっしゃいました。それと町の重要施策への担当課の垣根を越え



た理解を強めなければいけない。で、自分のことばで語られる職員が必要であるというふ

うにおっしゃっておられます。やはりこうして町民の顔を見ながら、素早い対応、状況説

明、そして町の施策の熱意をもった説得ということが今後の行政改革、行政推進のカギで

はないかというふうに思いますので、ぜひこういう気持ちをもって今後進めていただきた

いというふうに思います。えぇ、そうしましたら、次の質問に入らせていただきます。ま

ぁ、健康長寿と青少年の夢を育む里づくりに向けてというふうにしておりますが、人口減

少社会の中で今後町内の各種公共施設の維持管理問題ということは大きな比重を占めてく

ると思います。行政、行財政審議会の答申の中でも施設のあり方の見直しで、総合的な観

点から検討し、有効活用を図ることが必要との意見が出ております。その中で健康長寿の

里づくり、そして青少年の夢づくりの一端を担う各種体育施設の有効活用ということも、

私は重要な要素と考えます。そこで今回石見スタジアムの改修に関する要望というものが

町内各スポーツ団体から出されております。私も３人の子どもが矢上高校野球部にお世話

になり、えぇ、石見スタジアム等によく出かけましたので、同じような思いを持っており

ます。まぁ、石見スタジアムに限りませず、町内各スポーツ施設におきましても、これま

でも、まぁ、予算の関係ということで、小さな補修でいわば場当たり的な改修を続けてき

ているというのが現状ではないかと思います。で、私は今回の改善要望というものを単な

る球場改修のみに終わらせることなく、要望書の中にもございますけれども、これを機に

邑南町そしてこの球場の立地、陰陽の中間に位置をし、陰陽両方からの出会いの場という

この位置の強みを活かした石見スタジアム、まぁ、名称変更も含めてですけれども、邑南

町のそしてさらには島根県西部地域の新しい顔として整備していくという考えを持つべき

ではないかと思いますが、えぇ、そのような認識はございませんか。また今後の改修に対

する考えをお聞きしたいと思います。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） 番外 

●議長（辰田直久） 能美生涯学習課長。 

●能美生涯学習課長（能美恭志） えぇ、８月の末に要望書を出していただいております。

たいへん石見スタジアムにつきましてはご心配をおかけしております。えぇ、その石見ス

タジアムの改修についてお答えをさしていただきますが、えぇ、議員先ほどおっしゃいま

したように、スタジアムにつきましてはおよそ２年に１回の実行委員会によりますウエス

タンリーグ等の開催があったり、また平成２４年度には島根県中学校野球大会がありまし

て、グランドの整備それからスコアボードの補修、エアコンの設置などその都度整備を重

ねてきております。平成２５年度以降におきましても、水銀灯の取り換えやスコアボード

の修理など諸修繕をしながら整備をしている状況でございます。しかしながら建設から１

９年が経過しておりまして、スコアボードそのものやそのシステムの老朽、また、要望書

にもありますように、ベンチの構造が公式大会の規定に合致しないなど、修繕の必要性に

ついては認識をしてるところでございます。えぇ、このようにスタジアムだけでなく、町



内の社会体育施設につきましては老朽化により修繕を要する施設が大変多く、その都度優

先度を勘案しながら計画的に修繕をしてまいりたいというふうに考えておりますが、その

優先度についてでございますが、まずは利用者の皆さまが安心して試合や練習ができると

いうことを第一に今考えております。次に教育的な効果、そして波及効果等につきまして

はまたその次というふうになろうかというふうに考えております。従いまして、現時点で

のスコアボードやベンチの大改修等につきましては優先度を勘案いたしますと少し難しい

状況かというふうに考えております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、必要な改修の認識はあるがなかなか難しいというこ

とでございます。まぁ、もちろん町の行政に関しましても今後も厳しくなるということも

承知しておりますし、予算の中での優先順位ということも理解をしておりますが、まぁ、

要望の中にありましたようなストライク、ボール、アウトでありますとかの得点版とベン

チ等、まぁ、これまでですね、松江、あるいは出雲でしか開催されておりません、夏の高

校野球の県大会などにおきましてもですね、まぁ、甲子園出場を目指して切磋琢磨してお

ります地元の矢上高校を含めましてですね、県西部の高校にとってもやはり移動時間ある

いは宿泊などの負担の軽減にもつながることになりますし、また県大会が招致できれば、

新装になった天空の宿、あるいは霧の湯、また町内各宿泊施設にもですね、それなりの恩

恵も生まれてくるというふうにも考えます。それから先ほどもおっしゃいました、広島カ

ープの２軍戦、公式戦が、２年に１回行われているということですけれども、えぇ、本年

も行われましたが、まぁ、これに設備面あるいはトイレ等、そのへんグランドも含めてで

すね、今後の開催に非常に黄信号が灯りそうだというようなことも聞いております。まぁ、

地元の野球ファンの皆さんの楽しみはもとよりですね、プロ選手の生のプレイを目の当た

りにして、野球教室等して、将来の夢を育んでいく子どもたちにとっても、貴重な体験の

場であり、これは邑南町にとっては失ってはいけない貴重な財産ではないかというふうに

も考えます。で、今後、えぇ、今回の地方創生あるいは第２次振興計画の中でですね、や

はり、ある程度思い切った計画ということも考えていくべきではないかという思いで、え

ぇ、この質問は出したわけでございますけれども、えぇ、町長、なんか、お考えがござい

ますでしょうか。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） あのぅ、私も３人の方から要望書を受け取った者の一人としてで

すね、えぇ、その時に感じたのは、これはまぁ、要望の趣旨も解かるし、それからまぁ、

これをそのスタジアムをあんまりおろそかにできないという気持ちは変わりないというふ

うに感じました。えぇ、ただ、まぁ、現時点で言いますと、やっぱりあのぅ、いろんな施



設がある中で、その財政的にどの程度今後この圧迫要因になるのか、そのあたりがまだ残

念ながら検討されてないです。したがってまぁ、これはまぁ、後の質問にもからむんだろ

うと思いますけども、邑南町のそうした施設の修理修繕改築含めて、えぇ、向こう何年か

のやっぱり計画を先ず立てて、その財政的裏付けもみて、そして私がそれを見て、あのぅ、

まずこれからやってみろということの判断をしなきゃいけないと思ってます。で、そのぅ、

したがって現段階で石見スタジアムをすぐさま要望のようにやろうという判断にはまだ至

っておりませんので、えぇ、そうした計画づくりをまず急がせることとさして、いきたい

というふうに思います。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） まぁ、現段階では分からないが、向こう何年間、それからまた考

えていく必要があるということをおっしゃっていただきました。まぁ、厳しい非常に現実

はあると思いますけれども、まぁ、頭の真ん中においといていただきまして、えぇ、しっ

かりと計画を立てていただければと思います。よろしくお願いします。ええと、次にまぁ、

今町長もおっしゃいました関連性のある質問でございますけれども、町内既存の体育施設

の有効利用に向けての整備と、整備計画を示せというふうにしておりますが、まぁ、町内

に存在します各種体育施設、現在でも県外各地からの入り込みの人口は非常に増えている

ように聞いております。まぁ、元気館におけるＮＥＣレッドロケッツの合宿、いこいの村

で陸上チームの合宿、そいから羽須美のテニスにおきましては、国際交流も、もう１０年

ぐらいやっておられるということでございます。まぁ、先ほどの石見スタジアムの整備の

要望と併せましてですね、えぇ、これまで個別に改修要望が出ているように聞いておりま

す。えぇ、瑞穂球場でありますとか、テニス施設、水泳、陸上施設、多くの施設の改修要

望、また午前中には６番議員さんの質問の中で道場、練習場に関するお考えもありました。

そしてパラリンピック、キャンプ地の予定会場と考えておられる元気館の更なる有効活用

含めてですね、全町を見回した効果的な活用、運用計画の青写真というものを描いていた

だいて、健康長寿の里づくりそして青少年の夢にづくりにつながる施設の維持管理を含め

た、将来の総合整備計画を示されることを求めます。担当課長のお考えを伺いたいと思い

ます。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、施設の、体育施設の整備計画に関するご質問でご

ざいますが、健康づくりあるいは社会体育の推進の場としまして、体育施設の有効活用は

非常に重要であるというふうに認識をしております。現在、現行の総合振興計画、あるい

は過疎地域自立促進計画におきましても、スポーツ施設等の整備運営や活用事業につきま

しては、主要事業として掲載をしておりますので、新しい総合振興計画等にも施設の有効



活用に関すること、それから整備の関係も記載していく必要があるというふうに考えてお

ります。ただ、まぁ、財政的な課題もおいいことから、具体的な順位づけ等、あるいは実

際の整備につきましては、やはり相当慎重に行う必要があろうかというふうに考えており

ます。と申しますのも、あのぅ、スポーツレクリェーション施設の維持管理経費につきま

しては、国からの財政支援が非常に少ない状況にありまして、多くの施設をこれまでどお

り維持していくというのは非常に厳しい状況になっているんじゃあないかというふうに考

えております。あのぅ、最近では国の経済対策等の交付金、地域活性化交付金等がござい

ましたので、これを活用しまして大規模な改修でありますとか、耐震補強等の改修をたい

へんいろいろな面からやってまいりましたけれども、今後まぁ、これらの交付金というの

は、なかなか期待が薄いということもありまして、体育施設の整備計画につきましては、

まぁ、あのぅ、検討しなければならない課題ではあるというふうには思っております。こ

れまでも財政的なところは説明をさせていただいておりますけれども、本年から５年をか

けて交付税の合併の特例措置が段階的に解消されるという状況で、平成３２年度では、現

在の見積もりでございますが、約３億４千万円の減収が予想されている状況でございます。

このような状況にありまして、先般答申をいただきました行財政改善の推進に関する答申

の中にも、先ほど議員おっしゃったように公共施設の整理合理化等の意見をいただいてい

るところでございます。えぇ、それからまぁ、国の方でございますけれども、地方に対し

まして、新たな公会計制度の導入、それから固定資産台帳の整備というのを要請をされて

おります。これに合わせまして、公共施設総合管理計画の策定というのを国の方では推進

をしております。平成２９年度から実施にむけて今、えぇ、整備をしておるところでござ

いますけれども、えぇ、邑南町ではこの固定資産台帳の作成に合わせまして、公共施設総

合管理計画を現在策定中で、平成２８年度中の完成を予定をしております。これは資産の

更新問題に対応している情報を把握して、更新費用の把握、立て替え、統廃合、長寿命化

などの判断に活用するものでございます。体育施設の改築やあるいは大規模改修につきま

しては、行財政改善の取り組み方針やこの公共施政総合管理計画を元に、施設の利用実態、

それから老朽化の度合い、地域の実情などを考慮して慎重に対応していきたいというふう

に考えております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●議長（辰田直久） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、これの計画づくりにつきましていろいろ説明いただ

きましたが、まぁ、なかなか厳しいなということは感じておりますけれども、まぁ、今後

の総合管理計画の中でですね、えぇ、しっかりと計画を立てていただいて、またその施設

の存在する、まぁ、地域住民の皆さん方のご意見なんかもですね、しっかりと聴取したり、

そのへん努めていただいて、えぇ、明るい未来に向けて、えぇ、いろいろ計画を立ててい

ただきたいというふうに思います。で、最後になりますけれども、えぇ、昨日田所公民館



地域学校ハンザケというのが開校になりました。で、４０数名の瑞穂小学校の子どもたち、

まぁ、土曜日の運動会の振替休日を利用したんですけれども、地域の大人の先生たちと一

緒に私も校長先生として参加をさしていただきました。まぁ、地域の皆さんの子どもたち

に対する思いというのはそれぞれ異なっておりますけれども、まぁ、子どもたちが地域で

たくましく、また人間力を高めて、将来この地域、邑南町を支えてくれる存在になれるよ

うの願いを込めての開校式でありました。現在町内各地で地域学校の取り組みが進められ

ておりますけれども、この取り組みがまさしく地域を磨くということにつながると信じて

今後も積極的な参加を地域の皆さんに呼びかけていこうと思っていることを申し上げまし

て、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

●議長（辰田直久） 以上で、平野議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入ら

せていただきます。再開は午後２時２５分とさせていただきます。 

――午後 ２時 ６分休憩―― 

――午後 ２時２５分再開―― 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。続きまして通告順位第４号、和田議員登壇をお願

いします。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●議長（辰田直久） ５番、和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、５番和田でございます。本日は議長の許可をいただきまし

て、一般質問に立たさしていただきました。本定例会に一般質問においてはですね、私、

高齢者支援対策、まぁ、買い物弱者、交通弱者に対して、えぇ、質問したいと思います。

えぇ、通告順にしたがって質問いたします。えぇ、まず、最初にですね、安芸高田市から

の交通支援について質問いたします。えぇ、本町は安芸高田市と県境に隣接しておりさま

ざまな協定を締結しております。昭和４１年には主要地方道路吉田・瑞穂線改築促進期成

同盟会、結成されまして、平成１８年には吉田・邑南線に改名されております。またそし

て、平成２６年には陰陽神楽街道と命名されました。そして、平成１６年にはですね、県

境隣接広域消防相互応援協定も締結しております。えぇ、また２３年には安芸高田市と邑

南町の災害時相互応援に関する協定。えぇ、また平成２４年には安芸高田市と邑南町の文

化、スポーツおよび観光交流に関する協定をいずれも締結しておられます。えぇ、このよ

うにですね、えぇ、安芸高田市と相互の応援、また相互の連携、また地域住民による協力

は欠かせない安芸高田市であると思います。えぇ、そこで、邑南町と県境に隣接している

智教寺地区というところがございまして、約１０軒ぐらいの小さな集落でございます。こ

の智教寺はですね、合併前は高田郡美土里町という地名でございまして、生活圏は瑞穂町

にあったように思います。えぇ、我々の時代、私の同級生でもですね、えぇ、小学生は出

羽小学校久喜分校というところに通学しておられまして、えぇ、また中学校もですね、え

ぇ、瑞穂中学校に通学しておられました。このような中で小中学校を卒業しておられる方



は少なくございません。まぁ、そういうことでですね、現在安芸高田市は交通支援対策と

して、えぇ、市町村運営有償運送業務として、智教寺地区にですね、業務委託されており

ます。その市からの委託内容としては、１０人乗りのワゴンを市が購入して、車両と委託

料を智教寺振興会にあてがって運行業務を展開しておられます。えぇ、その事業の車両は

ですね、とろっこ便と命名され運行されております。また運賃は市に納入されているそう

でございます。運送経路は智教寺から邑南町の大林、百石、岩屋を経由して出羽の病院ま

たその後はですね、道の駅みずほ、邑南町の各商店で買い物をして帰られております。月

曜日、金曜日、週２回運行しておられます。まぁ、このように運行しておられるとろっこ

便をですね、邑南町大林、百石、後木屋、また岩屋地区に支援していただく提案をすると

ころでございます。えぇ、町長と安芸高田市の浜田市長とは強いつながりとまた密接の関

係の仲と聞いております。ぜひともこの支援を安芸高田市に、交通支援の提案しますが、

町長の見解また担当課長の見解をお伺いいたします。 

●原定住促進課長（原修） 番外、 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） 安芸高田市が運行する友愛とろっこ便、これを邑南町民が利用

することについては、昨年度邑南町の交通担当者が出羽自治会長や安芸高田市交通担当者

とそれぞれ協議し、調整を行ってきましたが、安芸高田市と受益者側との条件が合わずに、

今日に至っていました。内容は、安芸高田市区域での乗車なら可能という先方の提案だっ

たわけですが、邑南町側の受益者は、それは現実的には無理と回答されました。また、も

し邑南町内で乗車する場合は邑南町に運営負担金を求めますよということなので、そこま

でしてもらわなくてもよいとの結論だったわけです。しかしその後、今年８月の主要地方

道吉田・邑南線改築促進期成同盟会、この総会後に、邑南町、安芸高田市の両首長の話の

中で、この件が話題となり、再度協議を進めることとなりました。現在、安芸高田市の友

愛とろっこ便を久喜地区の住民が利用できるようにするため、実施に当たっての旅客の範

囲や予約、乗車のルールなどについて担当者レベルで調整を行っているところであります。

条件面での協議が整えば、地方自治法第２4４条の３第１項及び第３項、これは例えば安芸

高田市が所有するバスを邑南町の住民が利用する場合の手続き等を規定した条文ですが、

これにより両市町の議会で議決を得て、両市町が協議書を締結することが必要であります

が、その後、安芸高田市地域交通協議会での承認を取り、中国陸運支局への申請を経れば

実現することとなります。以上です。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、今、あのぅ、課長が答弁したように、安芸高田市と邑南町

で今協議中であります。えぇ、まぁ、浜田市長さんと私との間でこのことが話題になった

わけでありますが、正にあのぅ、二人とも、言うならまぁ、住民の方々の利便性を第一に



どうするかということで、一致して、実現に向かっていこうやということで、まぁ、別れ

たわけであります。で、まぁ、いろいろ協議をすることがあるというふうに思っておりま

すし、それから話を聞きますと、安芸高田市の方で、こういった例が他にも少し、他の地

域にもあるということがどうもあるようでして、えぇ、まぁ、そういったところの調整も

必要ではないかなというふうに、まぁ、伺っております。いずれにしても、あのぅ、議会

の議決も必要でございますし、そういったハードルをやっぱり越えて実現という形になろ

うかと思いますので、今しばらく時間がかかるんではないかなと思っておりますが、まぁ、

何とか前にむかっていこうやという気持ちでは一緒でございますので、えぇ、担当者レベ

ルでしっかり詰めさしたいというふうにまぁ、思っております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、まぁ、今の回答を聞きまして、協議中であるということで

ございます。まぁ、課題もありますが、まぁ、実現に向かっているということで安心して

おります。まぁ、これからですね、えぇ、実現できれば、地域住民のコミュニティまた県

境を越えて地区、地区との交流の場と、交流の場の一つとなればいいと思っております。

えぇ、次に買い物弱者について質問いたします。まぁ、買い物弱者ということばは皆さん、

あのぅ、耳によくしますが、買い物弱者とは住んでいる地域で日常の買い物をしたり、ま

たは生活に必要なサービスを受けたりするのが困難を感じている住民のことで、まぁ、全

国では６００万人から、また７００万人とも言われております。今や山間地域ではなくで

すね、都市部にも及んでいる。これは社会問題になっております。まぁ、本町においても

買い物弱者は少なくありません。高齢化また人口減少のなどの影響で以前あった商店、撤

退してる地域は年々増加しております。以前は各地区、集落に何でも売っている雑貨屋が

たくさんありました。このように記憶しております。その雑貨屋にはですね、おじいさん、

おばあちゃん、子どもが集まって世間話をして話に花が咲いていたように思います。また

コミュニティの場でもあり、集落は活性化しておりました。まぁ、こういう時代はもう終

わったのかなあと思うところでございます。まぁ、そこで、えぇ、今後高齢化人口減少が

続き、買い物弱者に対して早期に手を打つことが求められていますが、本町の買い物弱者

の状況、また今までの取り組みについて伺います。 

●原定住促進課長（原修） 番外、 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） 本町の買い物弱者の状況等についてですが、自宅から歩いてい

ける範囲にショッピングセンターであるとか、個人商店がない地域で、自分では車を運転

できない方々であろうと思われますが、その対策としては、町内にＪＲ口羽駅、田所道の

駅そして矢上駅、この３カ所を交通の広域結節点に設定しまして、各公民館エリアの中心

から最寄りの結節点までは、朝夕の町営バスやスクールバスでつなぎ、概ね昼ころまでに



は自宅から往復できるバス便というものを確保しております。従って、この便を利用し、

通院や買い物をすることが可能となっております。また、こうした地域内路線を活用でき

ない地域に対しては、通院や買い物などに対応するため、週１回程度けんこう号であると

かふくし号、やまびこ号といったバスの運行を現在行っております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、バスは運行しとると、バスがあのぅ、町営バスまたは福祉

バスが運行しておられるけれども、それ以外にバスに乗れない人たちのためにまた買い物

弱者は増えておると思います。まぁ、そのために買い物弱者支援をするためにですね、ま

ぁ、一つは支援するためには、利用者のニーズの把握、まぁ、それとそれにより、買い物

弱者マップの作成も必要でございましょう。地域ごとの課題もあり、その課題に対するま

た希望調査アンケートといったようなものも実施することも必要であるんではないかと思

います。まぁ、買い物弱者はますます増加すると予想されておりますが、支援対策として、

まぁ、店をつくること、家まで商品を届けること、また家から出かけて商品、商店で買い

物をする、この三つの方法が対策として方法があるのではないかと思います。まず一つ目

のですね、店をつくること。まぁ、これは新たに商店を建築するとかということではなく、

移動販売車また移動スーパー、それを活用して各自治会館なりに集会所、空き地を利用し

て販売することで、そこに商店が存在します。まぁ、そこで商品を購入したり、集落の皆

さま方とお話をしたり、コミュニティの場となり、またストレスの解消、また集落の活性

化にもつながるのではないでしょうか。まぁ、瑞穂地区にある施設、ゆめあいの里ではで

すね、月３回、地元のコンビニが移動販売を実施と、実施しておられます。また月に１回、

買い物日を定められて、いろいろなところに車両運行しております。ま、こうして施設に

入居してる方の買い物の場はあります。サービスもありますが、いわゆる在宅で、バス、

車に困っておられる方の買い物支援が重要視されておると思います。まぁ、それに二つ目

の商品を家まで届ける、まぁ、いわば宅配サービス。先ほどは移動スーパー、今度は宅配

サービス、まぁ、在宅で買い物に困っておられる方についての支援でありますが、まぁ、

本町においても地区、地区によっては、宅配サービスを支援しておられるところもあるよ

うでございます。まぁ、私もいろいろなところで宅配サービスがあればうれしいとかです

ね、またその、そういう声をよく聞きますが、まぁ、そういう人たちの話を聞くと、まぁ、

町外広島に子どもが出ていって、月に１回、まぁ、２回は顔を見がてら、商品を持って帰

ってくれる。冷凍食品が多く、まぁ、鮮度もねえ、新鮮でないので、新鮮な食品がいいと

言っておられました。また、宅急便でもね、月１，２回送ってくれるとの声もございます。

やはりこの住民の方々にとってもある程度は新鮮な食品が食べたいと、まぁ、冷凍も新鮮

ではありますが、鮮度のいいというのが、まぁ、地域の声でもございました。まぁ、それ

と全国的にもですね、まぁ、全国で展開しておられる生協Ａコープを利用しておられる方



も少なくございません。しかしながら、まぁ、生協は地元の購買率が食料品、日用品、雑

貨において競争が激化しているのではないかと思います。まぁ、本町においてその生協に

代わる販売体系を構築し、事業展開するのも一つの方法ではないかと思います。まぁ、本

町、福祉は充実しております。在宅しておられる方の中には要介護、要支援、また要支援

の認定を受けておられる方はおられますが、その方々についてはホームヘルパーさんが頼

んで、ホームヘルパーさんに頼んで、商品を購入して宅配してくれます。しかし、介護認

定を受けておられない要支援、要介護でない方がおられます。要するに福祉支援以前の方

に対してはこういう支援はありません。ということで、宅配サービスを考えて取り組んで

いく必要があるんではないかと思います。まぁ、移動販売、宅配サービスいずれにしても、

町民、事業者、行政一体となって取り組んでいくことは必要不可欠でございます。本町高

齢者の多い山間部、近くに商店がなく自動車も運転できず、日常の買い物に困る買い物弱

者支援、今後の取り組みとして、移動販売車購入時の支援、民間事業者の力だけでは費用

対効果の問題もあり、売り上げ利益も効果が薄く、車両費用の捻出には無理があるのでは

ないかと思います。そこで、高齢者のおいい山間部に導入する、買い物弱者を支援する、

やはり移動販売の運行ではないかと思いますが、移動販売の運行また宅配の運行ではない

かと思いますが、この導入の取り組みとまた一般事業者に対する助成金制度について伺い

ます。 

●日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、移動販売車、宅配サービスに関してでございますが、

まず、助成に関してのことでございます。移動販売車の購入につきましては、島根県の制

度として、地域商業等支援事業という補助事業の中に、移動販売支援事業というものがご

ざいまして、移動販売車の購入にあたっては、県が４分の１、町が４分の１、合わせて２

分の１の助成が受けられる制度がございます。えぇ、これ自体は以前からある助成制度で

ございますが、えぇ、近年町内でこの制度を活用して、移動販売車を購入された例はござ

いません。まぁ、この制度については、商工会等を通じて周知を図ってはおるところでご

ざいますが、えぇ、さらにこういった補助事業についての周知は取り組んでいきたいとい

うふうに考えております。また、あのぅ、宅配サービスということについてでございます

が、えぇ、実際にあのぅ、宅配ができる車両の確保というのは、当然必要になってくると

は思いますが、実際には現在所有しておられる車両を使って宅配を行っておられるという

実態も多いと思います。むしろ、宅配を行う人材の確保が今の状況だとなかなかむずかし

いという声を耳にもいたします。議員おっしゃいますようにこのあたりのことにつきまし

ては、対策についてやはりさらに検討を加えていく必要があるというふうに考えておりま

す。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 



●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええと、支援事業については４分の１、県が４分の１、町が４分

の１、合わせて２分の１あるようでございますが、未だにそれは使用されてないというこ

とで、まぁ、今後も周知徹底を図っていただきたいと思っております。またその宅配サー

ビスにおいてもですね、まぁ、人材の確保が非常にむずかしいということで対策の方検討

があるということでございます。まぁ、そのようにですね、買い物弱者はますます増加が

予想されております。まぁ、大きな課題でございます。まぁ、これも長期にわたって継続

的に支援すること、ためにはやっぱし事業として行っていくということが大切であると思

います。まぁ、そのニーズを正しくつかみ、低コストで継続に運営することが求められて

おります。まぁ、それには住民、事業者、行政が一体となって、えぇ、取り組む必要があ

り、行政がどこまでタッチするか、少しでも町民の不安は減るような安全安心して暮らせ

るよう取り組んでいただきたいと思っております。まぁ、先ほどの助成金制度があっても

使用しておられない、まぁ、商店においては高齢化により後継者不足等の問題もあり、ま

ぁ、移動販売、宅配サービスに至っていないのが今の現状であろうと思います。まぁ、こ

れは今からの質問ですが、まぁ、交通弱者対策にも、重複いたしますが、邑南町は地域お

こし協力隊を活用して、隊員を受け入れておられます。まぁ、この制度は人口減少、高齢

化等進行が著しい地方において、地方自治体が受け入れて地域に委託するシステムでござ

いまして、農林商工の支援、また住民生活の支援などの各種地域協力活動に従事してもら

いながら、その地域へ定住、定着を図り、地域の充実また強化を目指す取り組みでござい

ます。現在本町の受け入れは、石見地域に集中しているのが現状でございます。各種地域

協力活動従事してもらうためにも、各地区に委託することも必要ではないかと思います。

地域協力活動にはさまざまな活動内容があると思いまして、まずは住民生活支援としては

ですね、先ほどの買い物弱者、生活弱者に関連いたしますが、通院、また買い物弱者、交

通弱者サポート、見守りサービス等の支援は地域に貢献してもらうことも重要な受け入れ

だと思います。まぁ、このように食と農の協力隊も必要かも分かりませんが、地域協力活

動、まぁ、商業にしても、福祉にしても、要するに生活支援として受け入れていただきた

い。まぁ、このような今後福祉またいろいろな商業関係にも、今後町政として、行政とし

て受け入れられるのか、また受け入れが可能なのか考えをお伺いいたします。 

●原定住促進課長（原修） 番外、 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） えぇ、現在邑南町の地域おこし協力隊の採用に関しましては、

明確な目的を定め、就業はもちろん住まいや最長で３年間。その３年後の去就についても、

募集時に提示できるかどうか、というのが重要な要件であります。行政や地域が担うべき

部分を、地域おこし協力隊に担ってもらうとなると、明確な目的や将来の展望を提示でき

ないと応募される可能性も少ないのではないかと思われます。現在の邑南町の地域おこし



協力隊は確かに食と農に限定されていますが、これはそこの部分が明確化されているから

という理由からでもあります。まずは地域にとって、高齢者生活支援に何が必要なのかを

明確にすれば、地域での解決策、例えば地域プロジェクト再生事業であるとか、今後進め

ていかれるであろう地域包括ケアシステム、こういったことでの取り組みなどによっても、

その解決の糸口が探れるのではないかと考えております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええ、福祉課長にお伺いいたしますが、福祉課としてはこの地域

おこし協力隊の活用をどのようにお考えかお伺いいたします。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●議長（辰田直久） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） えぇ、先ほども定住課長から回答がありましたが、やはりあのぅ、

３年間若者が都市部から移ってこられて、あのぅ、やってこられるわけです。中にはまぁ、

例えば職を投げ打って来られる方もあるわけですので、やはりあのぅ、明確にその３年後

というのが見通しが立たないと、まぁ、例えばあのぅ、草刈りにくるとかいうようなこと

ではなかなか難しんじゃないかというふうに考えます。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えと、先ほどもこの買い物弱者対策にもありましたように、移動

スーパーとかこの移動販売をやりたいんだが、高齢化により後継者不足等が発生しておる

と、それにはやはり人材不足であろうと思います。この地域おこし協力隊はですね、地域

行事活動にも支援はしてもらいたい。また地域のお年寄りのサポートもしていただきたい。

またそれだけでは、この起業目的も明確ではないと、それにはまた農作業への従事もして

いただきたい、要するに地域で、このぅ、サポートをしてもらいたい。要するにこの農業

のように、アグサポ隊に来て、そこで勉強するんではなしに、直接この取り組む人材、ま

ぁ、ようするに勉強しながら３年間をして起業するんではなしに、直接この協力隊が来て、

即戦力になるような人材を、きていただいて、えぇ、地域にこのぅ、取り組んでもらう人

材があってもいいんじゃあないかと。要するに直接、要するにもう地域作業のサポート、

要するにどう言いますかね、うぅん、先ほど言いましたように修行しながら、勉強しなが

らじゃあなしに直接来て、直接取り組んで、即、福祉にしても、福祉の対策にしても、と

っていただける隊員の受け入れが重要ではないかと思っております。まぁ、これもいろい

ろ精査してですね、隊員の受け入れを検討していただきたいと思っております。続きまし

て交通弱者に対する支援対策について質問いたします。まぁ、交通弱者と買い物弱者は関

連するところがありますが、今日は分けて質問いたします。まぁ、公共交通手段をどう確

保していくか。まぁ、この問題に頭を悩ます自治体は少なくありません。本町もその一自



治体であろうと思います。まぁ、２７年度５月の実施された町政座談会の取りまとめの中

にも、時代にあった地域づくり、安全安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携、

その中に交通に対する、まぁ、町民の意見がございました。まぁ、その中には路線バス、

福祉バスの停留所までいけない人がたくさんいる。午前のバスで診療所に行くと、昼まで

の帰りのバスがない。大型バスでなくても１０人乗り等小型のバスで通院買い物ができる

ようにきめこまやく運行してほしいと。えぇ、また交通、公共交通が行き渡っていない地

域へデマンドバス等きめ細かい交通体制が必要ではないかというような意見が出ておりま

した。まぁ、このように生活する上で、交通に困難な住民はたくさんおられます。まぁ、

そこで交通弱者に対して、今までどのような支援策をとってこられたか、また交通弱者の

状況実態は本町はどうであるのか伺います。 

●原定住促進課長（原修） 番外。 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） 交通弱者の状況と支援についてということですが、これまで、

議員おっしゃるような問題をふまえまして、生活交通検討委員会で検討を重ねてきた結果、

今の現状というのは、広域バス路線ということで、邑南川本線、大朝線、日貫線、瑞穂イ

ンター線を運行し、高校の通学便や通院便、あるいは高速バスの広島浜田線、通称いさり

び号と申しますが、これへの乗り継ぎ便の確保を行って来ているところです。その他は、

買物弱者の対策で述べましたようなバス便を確保して、運行を行っておりますが、さらに

その上で対応できていない交通空白地域では、通院にかかる支援として通院タクシー費助

成事業というのを行っているところでございます。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） まぁ、そこで先ほどから申しておりますように、バスの運行は着

実に進んでおります。まぁ、本町ではですね、２２年度から５年計画で邑南町過疎地域自

立促進計画を作成されております。まぁ、２２年から、今年度が最終年度でございます。

まぁ、その中の交通手段の支援策として交通空白、また不便地域については高齢者、障が

い者などの交通弱者に対しタクシー等の利用の支援を始め、自治会や集落等の地域自治組

織などによる相互扶助活動として、輸送活動の実施を支援するということがのっておりま

す。まぁ、そのため過疎地域自立促進特別事業としてですね、二つありました。まぁ、生

活交通確保対策事業、その一つに自治会等輸送活動支援事業というものがございます。ま

ぁ、これは地域が要望し、町公共交通会議の許可を得た場合、町が購入した車両を無償貸

与し、地域ボランティアにより運行業務を行うことを支援する事業であると、まぁ、これ

はまぁ、安芸高田市の事業と同じだろうと思います。まぁ、またデマンドバス運行委託事

業というものもございます。バス路線が設定が困難な地域で、車などの交通手段のない住

民のため、玄関から目的地まで、往復するデマンドバス事業を導入する事業、いずれもこ



の事業は、交通空白不便地帯の交通手段の確保するためでございます。まぁ、このような

施策が２２年度から策定されているにもかかわらず、取り組みがなされていない。まぁ、

この自治会等輸送活動支援、またデマンドバス運行委託、まぁ、この事業の取り組みは必

要な施策でありますが、なぜ今までこの、こういう５年経ってもこの事業は取り組んでお

られなかったのか、また、この事業を今後取り組んでいかれるのか、今後の支援について

お伺いいたします。 

●原定住促進課長（原修） 番外。 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） 過疎計画にあります自治会等輸送活動支援事業というのは、自

治会が運営する運行、いわゆる自治会輸送を支援する事業で、この自治会輸送は、無償運

送、いわゆる道路運送法に基づかいない運送でありまして、自治会が市町村から車両の無

償貸与を受けて、地域内で輸送活動を行うものですが、利用者が支払う料金を厳格に燃料

代以内とし、一定期間の燃料代と比較して、負担金が上回る場合は、精算が必要となって

います。そして、その他の必要経費、例えば車両の修繕代であるとか、運転手謝礼、事務

費など、これらは通常の自治会費の中から自治会全体で負担いただくことになっておりま

す。運行区間は、交通空白地域内に限定されており、その区域を越えての運行はできませ

ん。運転手についても、原則二種免許が必要、あるいは国土交通大臣が認定する講習の修

了者として、安全運行を担保する必要があります。以上が自治会輸送の方式なんですが、

町としては、現在、行っている町営バスの運行というのがこれに代わるものとして現在あ

るわけですから、これを補完することができる運行であり、両者にとって有益な形で実施

できるのであれば、検討してまいりたいとは考えております。次にデマンドバス運行委託

事業についてですが、バス路線の設定が困難な地域で、車などの交通手段のない住民のた

め、玄関から目的地までを往復するデマンドバスを導入する事業であります。現在、邑南

町出羽地域にはスクールバス出羽線が、またふくし号出羽線の運行がありまして、その上

でデマンドバス運行を行うということは、この事業の趣旨から、また、予算的にも対応で

きる状況にはありません。小中学校に通うスクール便は確保しつつ、その、買い物や通院

や買物はすべてデマンドバスにシフトするという方法論であれば、可能性もあるわけです

が、その場合、他地域への状況や影響がございますので、そうした利用状況等も勘案した

上で、検討されるべきものと考えております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えと、このような自治会等輸送活動支援またデマンドバス運行委

託についてはですね、またこの地域総合戦略の取り組みにも掲げておられる自治会もござ

いますので、ぜひとも検討されてよろちくお願いいたします。まぁ、この交通網確保に対

しましても政府が８月１４日に閣議決定した国土形成計画でもですね、交通網確保は主要



課題に盛り込まれております。まぁ、地方での交通網の確保は今後１０年間国づくりの指

針となり、国土形成計画でも大きなテーマになっています。まぁ、この計画は小学校区な

ど複数の集落がまとまる、まぁ、農村地域に交流、福祉、買い物サービスを集め、各集落

を交通網で結ぶ小さな拠点づくりが柱となっております。まぁ、先ほど申しましたように

集落をつなぐ交通手段をどう確保するか、はあ、これはまぁ、本町、地域創生地域別戦略

の主要テーマでもある思います。まぁ、国土交通省は道路運送法に基づき住民による任意

団体、またＮＰＯ法人など公共交通空白地有償運送として、車の運行を認めております。

ま、そのようにして国土交通省によるとこの運行を利用しておられる団体は２０１４年に

８８団体あると発表しておられます。えぇ、この近くでもですね、安芸大田町の、先ほど

の集落自治会等輸送活動支援を活用して運行しておられます。その中の一つでございます。

こうして、高齢者の交通を支える地域は、まぁ、増加しており、今後住民が主体となって、

えぇ、持続的に運営ができるようにですね、行政の支援が必要だと思います。今は、行政

の支援が急務であり、行政の支援は待ったなしではないでしょうか。まぁ、こうして高齢

者の日々の暮らしを支えることがまた集落の維持につながります。まぁ、ここで、交通弱

者、また買い物弱者対策について町長の見解をお伺いいたします。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 実は昨日あのぅ、ちょうど新たな国土形成の会議が広島のホテル

でございました。まぁ、国土交通省の主催でありまして、えぇ、まぁ、私もそこに島根県

の町村会の代表として出ました。おっしゃるように中山間地域の中で大きな課題として、

先ほどの交通弱者の問題も国土交通省は、まぁ、認識をしておられまして、その国土形成

計画の中にしっかりまぁ、うたいこんでおられます。で、和田議員がご指摘のように小学

校区単位で、小さな拠点づくりをやって、できるだけ交通の利便性、自治会輸送という話

もありましたけども、そうしたバスを走らせることを国も大いに支援をしていきたいと、

まぁ、こういうことでございます。これは、あのぅ、今から向こう１０年間の計画です。

ですから、まぁ、要はそうしたものをせっかくスタートしても、例えば非常にまぁ、費用

がかかって途中でやめるとか、継続性がなければなんにもなりません。そうした中で、え

ぇ、町がやはりそれを、負担を相当していく、あるいは委託料を払っていくという形では

なかなか持たないと思います。で、そういう必要とする地域はこれから全国的に出るわけ

でありますので、和田議員のご指摘のようにですね、これはやっぱり国の責任としてしっ

かり財政的な裏付けの元にですね、計画づくりをしていってもらいたいということでござ

いまして、えぇ、実はそういうことも昨日の会議の中で申し上げてまいりました。昨日は

ですね、あのぅ、いわゆるトップ級の会議でございまして、えぇ、広島県の湯崎知事や松

井市長さんあるいは市長会の代表さん、あるいは各５県の、都道府県の知事の代表方とか

ですね、国土交通省ではそうとうトップ級の方が出ておられました。ですからまぁ、そう



いう会議の中でそういう計画が決まったもんですから、まぁ、これはまぁ、ぜひあのぅ、

前に向かって行ってもらわなきゃなりませんし、あえて、えぇ、私どもひとり一人に意見

を求められましたけども、国土交通省としては、特に中国圏においては中山間地域を大事

にしていくんだと、こういう明確なメッセージがございましたので、私はそれに基づいて

さまざまな意見を申し上げてきたところであります。大変まぁ、重要な問題を提議いただ

きましたので、私も頑張ってまいりたいというふうにまぁ、思っております。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、町長の答弁、はい、やはり町が負担するのでなく国に対し

てこのぅ、要請していくということでございます。これからも国の方によろしくお願いい

たします。続きまして、先ほどありました通院タクシー助成金の問題について、えぇ、少

し質問してみたいと思います。まぁ、通院バス助成実施要項にはですね、町営バス停留所

から離れてバスの利用が困難な地域に住む高齢者の利便を図り、健康管理を支援すること

を目的とすると。まぁ、その際、医療機関に通院する際に利用するとタクシー料金の一部

を助成する事業でございます。えぇ、要綱の第４条にですね、助成対象となる集落は集落

の中心が最寄りのバス停留所から、０．５キロ以上離れており、かつ医療機関から１．５

ｍ以上離れている集落とすると指定があります。集落の中心と、集落の中心が最寄りのバ

ス停留所から０．５ｍ以上というのがね、私にはね、ちょっと定義が理解できませんので、

このことについてちょっとお伺い、説明を求めます。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●議長（辰田直久） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） この通院タクシー料金助成事業につきましては、先ほど定住課長

が言いました、あのぅ、邑南町の公共交通、具体的にはまぁ、町営バスとかスクールバス

になってくると思うんですが、それでカバーできない、特にあのぅ、離れた地域をまぁ、

対象にしとるわけです。それで、この要綱を作成する際に地域指定というのを行いました。

それにつきましては先ほど言われましたように、あのぅ、集落の中心が最寄りのバス停か

ら０．５㎞以上。かつ医療機関から１．５キロ以上離れているものということになってお

ります。で、具体的に集落の中心なんですけども、あのぅ、非常に細かい定義はしており

ませんで、その集落の居住されとる家を見まして、その中心ということで判断しておりま

す。ただそういうふうにしますと、あのぅ、例えば、あのぅ、３００ｍとか２００ｍでも

対象になるんかいうような考えもあるかと思いますが、今、あのぅ、指定している集落は

どう考えてもちょっと離れた集落でして、そういったあのぅ、不都合はないように考えて

おります。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 



●和田議員（和田文雄） えぇ、今の担当課長、担当課長に求めた０．５ｍというのはです

ね、私が、議長、あのぅ、先ほど２回、３回、０．５ｍと言いましたが０．５キロに訂正

いたします。えぇ、先ほどの０．５キロというのもまぁ、今から聞こうと思うたんですが、

例えば最寄りの停留所から中心までが、まぁ、５００ｍ以上、その停留所が、まぁ、１０

０ｍあってもその地域は指定の集落だと。そうすると２００ｍあってもその指定でこの助

成金はあると。しかし、違う世帯、違う集落いって、５００ｍ以上、また１キロ、２キロ

離れとってもその集落は指定されていないのでもらえないというようなことが、ねえ、あ

ると思います。まぁ、そこでまぁ、今こう、あれですか、今のこのぅ、あれは調べられた

のは何年ごろ調べられましたか。最近？。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●議長（辰田直久） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） えぇ、この通院タクシー助成事業実施要項は平成１９年４月１日

に定めております。で、その後あのぅ、バス路線の変更等もありましたので、あのぅ、随

時見直しをして、改正をして、あのぅ、現在に至っております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええとまぁ、１９年に、こう、まぁ、告示されまして、えぇ、そ

れからは、まぁ、見直しはされたと、まぁ、そこでまぁ、この考えのですね、こういうふ

うに対象地域を指定するのではなくてですね、まぁ、高齢者の通院のためにはね、邑南町

全世帯で、まぁ、高齢者、今通院のこのぅ、助成を受けられとるのは、まぁ、年間５件か

ら１０件だと思います。まぁ、そういうふうにしてまぁ、少数の方々が今助成対象となっ

ておりますが、これを町全体で考えて、まぁ、１キロ。０．５キロから以上とかいう町全

体で考えられることはないですか。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●議長（辰田直久） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 一つあのぅ、生活交通の中のもう一つの基本方針として、あのぅ、

医療機関商業施設から概ね１．５㎞以内にあり、バスを利用しなくても生活に必要な施設

への移動が比較的容易な地域については、バス路線は設定しないというのが、もう一つご

ざいまして、あのぅ、基本的にはその１．５キロ以内という地域は、あのぅ、生活交通の

バスの路線からは外れております。で、あのぅ、おたずねのその拡充というような件なん

ですけど、今ちょうどあのぅ、福祉課の方でも地域包括ケアシステムということで、その

構築ということで、今邑智病院、あるいはあのぅ、邑南町社協さんの協力を得まして、あ

のぅ、地域丸ごと支え合いということで地域巡りをやっております。で、その中ではやっ

ぱりあのぅ、そういった高齢者の方の、困りごとを拾い上げて地域でなんとかあのぅ、支

えるような仕組みができないだろうかというようなことを考えている段階でありまして、



ちょっとそこのへんの議論の行方を見守りたいと思います。それとあのぅ、タクシーにつ

いては非常に便利でして、自宅から目的地まで運んでもらえるということがあるのと、ま

ぁ、経費的にもバスに比べても高価ということがありますんで、あのぅ、そのあたりは慎

重に検討していく必要があると思います。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●議長（辰田直久） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、まぁ、あのぅ、課長も先ほどまぁ、第６期の邑智郡介護保

険事業計画、まぁ、邑南町生活支援サービスの充実に向けた取り組みとして、通院タクシ

ー助成金、料金助成事業の拡充に向けて協議するというようなことが、言っていただきま

したので、まぁ、これも高齢者が自立し、生活を継続できる地域づくりをお願いしたいと

思いまして、えぇ、これで私の質問を終わります。 

●議長（辰田直久） 以上で和田議員の一般質問は終了いたしました。本日はこれにて散会

といたします。大変ご苦労さまでございました。 

――午後 ３時２２分散会―― 
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